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西 ア フ リカの イ スラム化 にか んす る一考 察

歴 史 主 義 批 判

竹 沢 尚 一 郎*

Essai　 sur　ｌ'islamisation　 en　 Afrique　 occidentale:

critique　 de　 la　perspective　 historique　 de　 Trimingham

Shoichiro　 Takezawa**

L'islamisation en Afrique occidentale a deja fait I'objet de nombreuses etudes historiques

et anthropologiques.Celles-ci avancent diverses theses dont la plus autorisee est sans doute

Celle de Trimingham,developpee daps son ouvrage ecrit en 1962:A History of Islam in West

Africa.Voici les grandes lignes de sa these:1'islamisation aurait commence en Afrique

occidentale vers le lleme siecle, mais son influence serait restee marginale par rapport au

systeme religieux traditionnel dominant encore dans toute1' Afrique noire.La situation aurait

change completement avec 1'eclatement des "guenes saintes"qui se sont succedees tout au

long du 19eme siecle:auparavant,1'islam n'etait que la religion des princes("the imperial

cult'au dire de Trimingham);c'est apres ces guerres que l'islam serait devenu une religion

nationale et populaire.

Cette these est acceptee par beaucoup de chercheurs;mais elle nous parait critiquable sur

les points suivants:

1)Cette these neglige 1'influence des activites pacifiques des commergants islamises du

groupement mande.Depuis le moyen age,ils parcouraient la vaste zone de 1'Afrique oc-

cidentale,du Senegal au pays hausa,des confins sahariens au Golfe de Guinee; ils reliaient

entre elles ces regions eparpillees grace a un reseau commercial par lequel 1'islam a ete

transmis d' une region a 1'autre.

2)Cette these surestime 1'influence des"guerres saintes"du 19eme siecle.En fait ,ces

guerres ne furent pas la cause,mais 1'effetd' islamisation qui s'accelerait depuis longtemps.

3)Cette these e1aboree dans une perspective historique ne fait que retracer de grands

evenements politiques et/ou religieux.Elle n'explique pas pourquoi 1'islamisation etait

necessaire a la grande masse de la population,ni quel　 effet 1'islamisation a entraine au

detriment du systeme religieux traditionel.

Nous developpons quant a nous dans la presente etude ces trois points,en nous appuyant et

sur les donnees recueillies par nous-meme,et sur celles fournies par les travaux recents qui

sont tenement fructueux qu'ils ont transforme les images que nous avions de 1'histore afri-

Caine.
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**University of Tokyo
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は じめ に:歴 史主義的解釈

西 アフ リカにお けるイス ラム化の問題は,ア フ

リカ研究史上 の重 要 な トピックの1つ であ り,こ

れ まで さまざまな立場か ら論 じられて きた。その

なかで もっとも有 力なの は歴史 的な観点に立つ も

のであ り,ど の時代 に,ど のよ うな事件 を契機 と

して,ど の地域 まで イス ラムが浸透 したかを,逐

次的にのべて い った もので あ る 〔Gouilly 1952:

41‐169;Trimingham 1962;Monteil 1971

58‐115;Nicolas 1981:34‐95;Clarke 1982;

Hiskett 1984}。

なかで もこれ らの研究を代表 す るのは,ト リミ

ンガムの2つ の著作 で ある 〔Trimingham　 1959;

1962〕 。それに よる と,西 ア フ リカにおけ るイス

ラム化は11世 紀 頃 に開始 され たが,18世 紀以降の

一連 の 「聖戦 」 ジハ ー ドjihadに よ って その様相

を大 き くか え るに いた った。それ以前 には,イ ス

ラムは,マ リ　Maliや ガオ　Gaoな どの大帝国の支

配層 のあいだには広 ま っていたが,人 口の大部分

を 占め る農民 層 には およんでいなか った。 トリミ

ンガムの表現 に よれ ば,イ スラムはイ ンペ リアル ・

カル ト　Imperial　 cultに す ぎず,「 国 家 の 伝 統 的

構造 にいか な る本質的寄与 もな さなか った」〔Tri-

mingham　 l959:141〕 ばか りか,「 ア フ リカ人の

生活 を変え る こともなか った」 〔Trimingham

1962:143〕 。これにたい し,「イス ラムの偉 大な世

紀で ある19世 紀」 に 〔ibid.:155〕,主 として フル

ベ族 の手 によ って西 アフ リカ各地で逐行 された一

連の ジハ ー ドは,イ スラムの真の深化 と大衆 化 を

もた らした。 これ によ って は じめて イス ラムは,

民衆のあい だに深 く根をお ろ し,人 び との意識 と

社会のあ り方 に決定 的影響を与え ることが で きた

〔ibid.:232‐233〕 とい うのであ る。

こう した見解 は,ト リミンガムだけで な く,上

記の研究者の多 くに受 け入れ られた もので あ るn。

しか しそれは,事 実 を誤認 してい るだけで な く,

方法論上 の欠陥 も含 んでい るよ うに思 われ る。 具

体的にいえば,そ れ は以下の3点 において批判 さ

れ るべ きであ る。

1)一 連 の聖戦 以前 の西 ア フ リカにおけ るイス ラ

ムの受容 を,「 イ ンペ リアル ・カル ト」 と して 形

容する ことには問題が あ る。 それ以前 の段 階 に も,

イス ラムは と くに マ ンデ系Mandeの 人 び との 手

を とお して,西 ア フ リカの各地 に大 きな影響力 を

もってはい りこんで いた。 それ は,ト リミンガ ム

のい うよ うに政治 的支配層の あいだ に とどまって

いたわ けで はな く,交 易 と手工業の拡大 の網 の 目

をとお して,広 く人 びとの生活のあ り方 を変 え て

いった し,各 地 に政治的変革 ももた らしていた。

2)一 連の 「聖戦 」が イス ラムの民衆化 にはた し

た影響を,過 大 に評価 しす ぎてい る。18世 紀 か ら

19世 紀にかけて,西 ア フ リカ各地で手 が け られた

「聖戦」は,イ ス ラム化の歴 史 にお いて1つ の断

絶 と して現われ た ものではな く,む しろ それ以 前

の,長 くゆ るやか な浸 透を前提 に していた。 と く

に フー タ ・ジャ ロン　Futa　 Djalon,マ ッシナMas-

sina,ハ ウサ ラ ン ド　Hausa　 landに おいて,「フル

ベ人2」 の手 に よってお こなわれた ジハー ドは,

全体 としてみた とき,後 発 の フルベ人 が,よ り進

んだ文化を もっていた先進 のマ ンデ諸集団,ハ ウ

サ人Hausaに たい して しか けた分派闘争 として の

性格を強 くも ってお り,社 会全体のあ り方 に決定

的影響を与え たわけで はなか った。

3)こ れ らの研究 は,1591年 の ガオ帝国の崩壊 や,

18-19世 紀の一連 の 「聖戦」な ど,歴 史の表面 に



西 ア フ リカの イ ス ラム化 にか ん す る一 考 察 21

あ らわれて くる宗教 一政治的 な大事件 を重視 し,

それを並記す るだ けにおわ ってい る。む しろもう

一歩踏 み こんで
,な ぜ西 アフ リカの諸社会が イス

ラムを必要 と していた(い る)の か,そ の理由を,

論理的 および社 会的要因のなかに探 ることが必要

であ ろ う。 そのためには,イ スラム以前の西 アフ

リカで優越的で あ った,「 部 族」 を外枠 とす るい

わゆ る部族宗教 との対 比でイ スラムを と らえ るこ

とが,不 可欠で あ ると思 われ る。

以上3点 につ いて,こ の順 にみてい くことに し

たい。

1.マ ンデ系集団 とイス ラム世界 の拡 大

a.西 ア フ リカへ のイス ラムの到達

西 ア フ リカにお けるイス ラム化は,ま ずサハ ラ

南縁地帯 では じま った。歴史 に現 われ た西アフ リ

カ最古 の王 国で あるガーナGhana帝 国 は,8世

紀後半 には 「金 の国」 と して ア ラブ世界 に知 られ

てお り〔Cuoq　 1975:42〕,こ の時代 まで に,イ ス

ラムの支配す る北 アフ リカと西 アフ リカのあいだ

の交流はか な り活 発にな っていた と考え られ る3。

その ガーナ帝国 について くわ しい記録 を残 して

い るアル ・バ ク リー　al-Bakriに よ る と(1068年),

ガーナの王 じしんは伝 統的な宗教体 系に したが っ

ていたが,そ の一 方でイス ラムにたい して きわめ

て好 意的であ った。王 はその側近 の大臣,通 訳,

会計 の多 くを イス ラム教徒か ら採 用 して いた し,

2つ の都 か らな る王都 の うち,1つ はイ スラム教

徒の ための もので,多 くの イス ラム寺 院が建て ら

れて いた 〔ibid.:99-100〕 。

しか しこうした イス ラムと伝統宗教 とのあいだ

の均衡 は,「 聖 戦」を宣言 したベルベル人Berber

の ム ラー ビ ト朝al-Murabitの ガーナ侵攻(1076

年)に よ って崩 れ さ り,ガ ーナはイス ラムを国教

とす るよ うにな ってい った。 その半世紀 あとに書

かれ たアル ・ズー リーa1-Zuhli(1137年)の 記録

によれ ば,こ の時 代には ガーナの人 びとは 「良い

ム ス リム」 にな り,メ ッカへの巡礼をお こな った

り,イ ス ラム教師 や学者,判 事 を多数かかえ るよ

うにな っていた とされ る〔Levtzion　and　 Hopkins

1981:984〕。

一方
,そ れ よ り以前 にアル ・バ ク リーは,ガ ー

ナの南方 に位置 す るマ リ帝 国の王の改宗 につ いて,

興味深い話をつ たえて いる。 それに よ ると,マ リ

の王は最初異教徒 であ ったが,何 年 もひで りが続

き,伝 統的 な供犠 では何の効 力 もな い ことを悟 る

と,イ スラムを受 け入れ る ことを決意 した とい う

〔Cuoq1975:102-103〕 。そのほかにもかれ は,

セネ ガル川流域 の タクル ールTakrurの 王 が,す

でに11世 紀初頭 にイ スラムに改宗 し,臣 下 もそれ

に倣 った ことを記 して いる し 〔ibid.:96〕,10世

紀末 のアル ・ムハ ッラ ビーal‐Muhhallabiの 記

録 は,ニ ジェール川 中流 に位置す るガオ帝 国 の王

も,イ ス ラムへの改 宗を臣下 の前 で宣言 し,多 く

の臣下 がそのあ とにつづい た こ とを 述 べ て い る

〔ibid.:77〕 。しか もこの ガオの国 では,王 の即位

には印 と剣,コ ー ランの3種 が贈 られ るのが な ら

わ しで あ り,「 イスラム教徒だけが王位 につ け る」

とい うのである 〔ibiｄ．:109〕。

この よ うな王 とイス ラム との結 びつ きは,の ち

に西ア フ リカで最大 の版図を広 げた13-14世 紀 の

マ リ帝 国 と,15-16世 紀の ガオ帝国 にお いて,も

っとも顕著 にな ってい った。 メ ッカ巡礼 のお りに,

湯水の ように金 を使 った ことで名高 いマ ンサ・ ム

ーサ　Mansa　 Moussaは
,ど う じに そ の領 地の 各

地 にイ スラム寺院 を建設 した イス ラム王 であ った

し 〔Tarikh　e1-Fettach:55-59〕,マ リ帝国をつ

う じて,信 者の証 と して メ ッカ巡礼 をお こな った

マ リの王 の数は,か れを含 めて6人 を数 えてい る

〔Niane1975:36〕 。 また15世 紀 の ガオ帝 国に お

いては,ソ ンニ朝　Sonniを 倒 して あた らし くアス

キア朝を建 てたア スキア ・モハ メ ッ ドAskia　 Mo-

hammedは,メ ッカ巡礼 のお りに黒 人ア フ リカの

カ リフの称号 を与 え られ ると,自 己の権 威 をイ ス

ラムによ って支 え るべ く積 極的に 「聖戦 」 を くり

返 した 〔Rouch1953:187-1955〕 。 さ らにか

れは,「 イス ラム専 制主義 」を理想 として,官 僚

制 を組織 したほか,奴 隷制 によ る生産 と商 業の 発

展,そ して軍隊 と国庫財産 の王への集 中を実現 す

るにいた った 〔Cissoko1975:98-114〕 。

以上の よ うな王 国 とイ スラムの結 びつ き,と く

に イス ラム化が上 か らの政 策 としてお こなわれ た
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とい う事実 は,一 見 した ところで は,ト リミンガ

ムのい う 「イ ンペ リアル ・カル ト」 として のイス

ラムの受容 とい う解釈 を正当化す る もの と思われ

る。 しか しなが ら,実 際には そ うした解釈はあ ま

りに表面 的な もの といわな くては な らない。すで

にガーナ帝 国に おいて,イ ス ラムの拡大の もっと

も有力 な力 とな っていたのは,な によ りマ ンデ系

の交易者 たちで あ ったか らであ る。 ア ラブの記録

で ワ ンガ ラ　Wangaraと 呼 ば れて い るかれ らは,

早 い時期 か らイ ス ラムを受 けいれ 〔Levtzion　1980:

134〕,西 アフ リカの各地に展開す るなかで,諸 帝

国の経済的繁栄 を支 える有力 な力 とな ってい った。

とい うの も,中 世 の ア ラブの地誌家 が一致 して認

めてい るよ うに,ガ ーナか らガオにいた る中世 の

大帝 国は,そ の繁 栄の基 とな った金 の産 地を直接

支配 した ことは一 度 もな く,そ の交易 と運搬 はこ

れ らの イス ラム交易 者の手 に握 られ ていたか らで

あ る 〔al-Mas'udi,al-Bakri,a1-Umari,ibun

‐Battuta(Cuoq1975:60‐61 ,101,264‐265,

298-299);Leon　 L'Africain1956:465-471)0

トンブクツ ーで書 かれた17世 紀の史書 によれば,

この ワンガ ラとはマ リ帝国を築 いたマ リンケ と起

源を同 じ くす る人 び とであ り,後 者が戦士 を さす

のにたい して,交 易者 を さす ことばで ある とい う

〔Tarikh　e1-Fettach:65〕 。かれ らはサハ ラ交易

の相手 であ るベル ベル人の影響 を うけて,ま ず イ

バー ド派Ibadの イスラムを受けいれた よ うであ り

〔Lewicki　1964:294sq6〕,そ のことは,先 のマ

リの王 の改宗 のエ ピソー ドが イバ ー ド派の導師 の

手 でお こなわれた とされ ること 〔Levtzion　and

Hopkins　 1981:368-369〕,そ して14世 紀 にワ ン

ガラの町ザ ガ リーZaghariを お とずれた イブ ン ・

バツー タが,そ の町で サガヌグ‐Saghanugu

とよばれ るイバ ー ド派の集団に 出会 った と書 いて

いること 〔Cuoq　1975:298-300〕 に示 唆 されて

いる。 この イバ ー ド派 とは,ア ル ・ズー リーが明

言 してい るよ うに,「 聖戦の外側に身を置 く」人び

とであ りr〔Levtzion　 and　 Hopkins1981:99〕,

自分たちの力を拡張す るたあに も,な によ り交易

をつ う じた平和的 なイス ラムの拡大を望 んでいた

のであ った8。
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b.イ ス ラム と交易 ネ ッ トワー ク

西 アフ リカにおけ るイスラムの発展 に決定的な

役 割をはたす ことにな るこれ らの マ ンデ系交易者

たちは,早 い時期 か らイスラムの布教 と,金 やそ

の他 の交易 品の入手 を求めて西 アフ リカ全土 に散

ってい き,各 地 で さまざまの名前で呼 ばれ るよ う

にな ってい った。 かれ らの最初の本拠地 はニ ジェ

ール川中流の
,マ ッシナ　Massinaと よばれ る地域

にあ ったが,そ こではかれ らはマル カ　Markaと

よばれ,ジ ャ　Dia,ジ ェ ンネ　Djenne,ニ ャ ミナ

Nyaminaな どの イ ス ラム と交 易 の セ ンターを建

設 した。 そ して これ らの都市 は,か れ らのさ らな

る展開 のだめの拠 点 とな ってい ったので ある。

そ こか ら西に移動 した人 び とは ジャカ ンケ　Dia。

kankeと よばれ,交 易 とど うじに聖職者 と しての

評判を とった。 かれ らはおそ ら く12世 紀後半 まで

に は,金 の産 地で あ ったセネガル川上流 に達 し,

新 しい本拠地 ジャカバ　Diakabaの 町 を 築 い たあ

と,セ ネガル,ガ ンビア,上 ギニアな どの地方に

拡 散 しなが らイ ス ラムを広 めて い った 〔Sanneh

1976a:54-62;1976b:82;Hunter1976:450‐

453〕 。ニ ジ ェー ル 川 流 域 か ら東 へ 移 っ た 人 び と は

ワ ン ガ ラ ワ　Wangarawaと よ ば れ,14世 紀 に ハ ウ

サ の 国 々Hausa　 landに は じ め て イ ス ラ ム を も た

ら し た ほ か 〔Palmer　 1909:104〕,コ ー ラ の 実 や

綿 織 物,皮 製 品 と い っ た 「西 の 産 物 」 を 導 入 し た

〔ibid.:109;Lovejoy　 1978:180-185〕 。16世 紀

の 初 め に ハ ウ サ ラ ン ドを 訪 れ た(と さ れ る)レ オ ・

ア フ リカ ヌ ス は,ハ ウ サ ラ ン ドの 国 々 の くわ し い

記 録 を 残 して い る が,そ れ に よ れ ば,カ ノ　Kano

と カ チ ナ　Katsinaと い う 今 日 ま で つ づ く 都 市 国 家

の す ぐ隣 に,ワ ン ガ ラ と い う 国 が 存 在 して い た こ

と に な っ て い る が 〔Leon L'Africain 1956:478

-479)
,そ れ は ニ ジ ェ ー ル 川 中 流 域 か ら移 住 し て き

た ワ ン ガ ラ が 築 い た 国 で,13-15世 紀 に か け て ハ

ウ サ ラ ン ドで も っ と も繁 栄 した 商 業 国 家 で あ っ た

(Urvoy 1949:679')o

一 方
,南 の ギ ニ ア 湾 岸 に 向 か っ た 人 び と は ジ ュ

ラ Jula,Dioulaと よ ば れ,14世 紀 ご ろ に は ア カ ン

Akanの 金 の 産 地 に い た り,ベ ゴBegho・ ボ ン ド

ゥ ク Bonduku,ブ ナ Bunaな ど の イ ス ラ ム と 交 易

の セ ン タ ー を 築 い た ほ か,は じ め て こ の 地 に 青 銅
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器 と綿布を もた らした 〔wilks 1982:339-346;

Kea 1982:53‐54)。

またハ ウサ ラン ドとアカンのあいだのモシ　Mossi

の国に いた った人 びとは,ヤ ル シ　Yarse,ダ フ ィ

Dafisと よばれ 〔Tauxier　1912:379.403〕,ニ ジ

ェール川流域 の交 易 セ ンター とモ シ王国を結 び合

わせ るとど うじに,伝 統宗教 に根 ざ した後者の う

ちに,イ ス ラム と綿織物 な どの 産 業 を 導 入 した

〔lzard　1971:214‐219〕。

この よ うに,マ ンデ系のイ スラム交易者 の活動

は西ア フ リカ全土 にお よんでいたのであ るが,そ

れについて,ギ ニ ア湾岸 の各地で金 をめ ぐって競

合 していた ポル トガル の商 人は,い く分かの驚 き

と共 感を こめ て書 いて い る。「マ ンデ ィンガの多 く

はマ ホメ ッ トの教 え に したがい…… とて も友好的

な人 び とであ る。 かれ らは生 活 も豊 かであ り,多

くの商品をあ つか って いる。 と くに布を織 った り

縫 った りす るのにた け,黒 人 か らも白人か らも愛

されてい る」 〔Fernandes　 1951:45-47〕 。この記

録 の書 かれた ガ ン ビア川の 流域で,ポ ル トガル商

人 が金を入手 していた相手 はマ ンデ ィ ング商人で

あ ったが 〔ibid.:43〕,そ こか ら約2000㎞ はなれ

た現在 の ガーナの国の エル ミナElminaの 砦 に,

金 を売 りに くるの もや は りマ ンデ ィ ング らの商人

であ った 〔Pacheco　 Pereira1956:123-125〕 。

しか も驚 くべ き ことに,こ のマ ンデ ィングの交易

者 は,陸 路を通 って2つ の地点 を 自由 に往来 して

いた とい うの であ る 〔Fernandes　 1951:47〕 。

かれ らイス ラム交易者の ネ ッ トワークが,ガ ン

ビア川 とギニ ア湾岸の あいだにだけ存在 していた

と考 え ることは,む しろ不 自然であ ろう。 じっさ

い多 くの記 録 は,広 い範囲 にわた って移動 しなが

ら活動をお こな うイス ラム交易 者た ちの活躍を描

いてい るので あ る。16世 紀 は じめの ポル トガル人

フェル ナ ンデ スによれ ば,サ ハ ラ砂 漠の南端 の ト

ンブクツーTombouctouの 町 と,南 の金の産 地 と

を結 びあわせ ていたの はウ ンガロスUngaros(=

ワ ンガラ)と よばれ るイス ラム黒人であ り,か れ

らは砂漠か ら くる塩を船 にのせ て ジェ ンネまで運

び,そ こか らさらに黒人奴隷 の頭にのせてア カン

の金 山に まで運ん でい った 〔Fernandes　 1939:85

―89,115〕 。またハ ウサのカ ノに伝 わ る歴史書 に

よれば,チ ャ ド湖付近 のボル ヌ王 国Bornuと,ア

カ ン地方の ゴ ンジャ王 国Gonjaと を結 ぶ交易路 が

15世 紀 までに開かれ,ゴ ンジャの ワンガラ商人 が

ハ ウサ都市 に よ くくるよ うにな っていた 〔Palmer

1928Ⅲ:109-111〕 。しか も時を同 じ くして,そ

れ まで コー ラ ンと法書 しかなか ったハ ウサの国 々

に,は じめてマ リか らア ラビア語 の辞書 と神学書

が もた らされた とい うのであ る 〔ibid.:111〕 。

このよ うに広 い地域を結 びあわせ る交易 ネ ッ ト

ワー クに加 えて,よ り狭 い範囲では,い っそ う緊

密 なネ ッ トワー クが形成 されていた。た とえば ニ

ジェール川 中流域 か らギ ニア湾岸にかけ て展 開 し

た ワタ ラOuattaraの クランは,コ ンKong,サ ン

サネ ・マ ンゴSansane‐Mango,ベ ゴBeghoと い

った,数100㎞ 離 れ,こ とな る王 国に属す る都市

のあいだの交易を保証す るために,そ れぞれ の都

市に 自分た ちの クランの成員 か らなる地 区を もっ

ていた し,カ マ ラテKamarat6と ジ ャバ ガ ラ テ

Diabagarateの ク ランは,ゴ ンジャ,ボ ン ドゥク,

サ ンサネ ・マ ンゴ,ジ ェンネとい った重 要な交易

都市 のあいだに,同 じ親族の メ ンバ ーを配置 して

その交流を うなが してい たので ある 〔Boutillier

1971:241‐243)o

今 日,マ ンデ系社会の 中心を なすの は,マ リン

ケーバ ンバ ラー ジュラMalinke-Bambara-Jula

の3つ の集団で あ るが,そ のあいだには いち じる

しい言語の共通性 が存在 す ることが知 られ てい る。

た とえば1500㎞ 以上はなれたセネガルの マ リンケ

語 と,コ ー トジボ ワールの ジュラ語 とのあい だで

も,両 者 の文法 はま った く同一 であ り,語 彙 は95

%以 上が共 通で あるか,あ るいはわず かの変化 を

もって正確 に対 応 して い る〔Bird　1970:148;Da1-

by1971:4-6〕 。この よ うな言語の共通性 と広が

りは,ア フ リカの言語 と して はきわめ て例外 的 な

もので あ り,そ れだけ マ ンデ系の人び とのネ ッ ト

ワークの広が りと,そ れに沿 ってお こなわれた人

びとの移動の瀕繁 さとを裏 づけ るもの といえよ う。

c.イ ス ラム と生 産

私た ちは これ までマ ンデ系のイス ラム集団 を,

イスラム交易者 とい う名で よんできた。 しか しこ
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の ことばは,本 当の意味では正 しくない。 という

の も,か れ らの活動 は交易 にか ぎ らず,生 産の次

元に まで深 くふ み こんでいたか らであ る。

かれ らは さま ざまな種類 の手工 業の発達を うな

が したが,な か で もと くに熱心 にお こな ったのは

「織物の文明」 〔Lombard1978:15〕 といわれ る

イス ラム文化 と密接 に関係す る,綿 織物 の生産で

あ った。 西 アフ リカ独得 の幅 の狭い水平 織機は,

イス ラムマ ンデ出身 の地で あ るニ ジェール川中流

域で は じめて用 い られ た と推測 されてい るが 〔Bo-

ser-Sarivaxevanis　 1977:318〕,そ れを西 アフリ

カ各地 に伝 えたの も,や は りこのマ ンデの人 び と

であ った。 た とえば セネガ ンビア の各地 に移住 し

た ジ ャカ ンケは,綿 花 の栽培 と綿布 の生産 によ っ

て多大 な富 をえてい た し,か れ らの影響 のおよん

だ地域で は しば しば綿布が貨 幣 として用 い られて

いた 〔Curtin　1971a:235〕 。お な じよ うに,ブ ル

キ ナフ ァソのモ シ王国 にお いて も,綿 花 の栽培 と

綿布の生産 に従事 す るのは ヤル シとよばれるマ ン

デ移住者で あ り 〔Izard　1971:219;Kawada1979

:235-236〕,こ こで も綿布が交易の単位 とされ た

ほか,そ の商 業は,北 部モ シの ヤテ ンガ王国の初

期の拡大期以来 つねにかな りの重要性を 占めてい

た 〔Izard　1971:220〕 。

さ らに コー トジボ ワール北部のセヌフォSenoufo

社会 の もとで,布 を織 るのは今 日にいた るまで ジ

ュラの仕事で あ るし 〔Holas　1957:69-70〕,そ

の南 のア カ ンの地 では,マ ンデ ィングが金 との交

易 に用いたの はか れ らの手 織 りの 綿 布 で あ った

〔Wilks　1982:464-465〕 。 しか もこの マ ンデの

綿布 は質 の高 い ことで知 られ,金 を求めて ポル ト

ガル商人が沿岸 各地 に きた とき,ど こで もマ ンデ

の布 の方 が ポル トガル や北ア フ リカ原産の布よ り

高 く評価 されて いた 〔Rodney　 1968:274;Wilks

1982:464-465〕 。そのためかれ らは運 んで きた

布 を売 って金を える ことはで きず,逆 にい ったん

マ ンデか ら布を買 い,そ れをア フ リカの他 の地方

で売 って奴隷を入手 し,そ の奴隷 とひきかえによ

うや く金を獲得す る ことがで きたのだ った10。

マ ンデ系の移住者 たちが関与 していたのは,織

物 に限 らず,他 の生産 領域に もお よんで いた。今

日の ベナ ン北部 のバ リバBariba地 方 で は,土 器

を は じめ とす る各種の手工 業 はマ ンデの影響 を色

濃 く残 してい る し 〔Lombard　 1965:48;82-83〕,

北 ガーナの ゴンジ ャ王 国や,ボ ル タ地 方の最 初 の

イス ラム交易都市 ベ ゴで も,鍛 冶 集団 は マ ンデ が

連れて きた もの とされて い る 〔Goody1967:184;

Bravmann　 1974:64〕 。と くにこのべ ゴは,ジ ュ

ラの手 によ り14世 紀 以来交易 と同時 に手工 業 の セ

ンターと して もさか え,織 物,土 器,象 牙細工,

金属加工 な どが さか んにお こなわれ,そ の品 々は

現在の ガーナ,コ ー トジボワール の各 地 に輸 出 さ

れ るほどであ った 〔Kea　1982:53-54〕 。

イ スラムマ ンデの影 響を も っとも強 く受 けたの

は,な かで も現在 の ガー ナ南部 の アカ ン地 方で あ

ろ う。 この地方 は,西 ア フ リカで も最 大の金 の産

地 と して知 られて いたが,そ れを開発 し,交 易 ル

ー トにのせたの もやは りマ ンデ系の人 び とで あ っ

た 〔Wilks　1982:337-343〕 。伝 承 によれ ば,ア

カ ンの王は15世 紀の は じめ に,イ ス ラム教 徒の援

助 を うけてマ ンデの土地 を訪れ て金 山の開 発を学

ん だ り 〔wilks　1971:357-358〕,ワ ンガ ラの金

鉱堀 りの専 門家を連れ て きた りした とされ てお り

〔Perinbam　 1980:467〕,こ の地方 の鍛冶集 団が

今 日もみ ずか らを ワ ンガ ラとみ な し,マ リンケ語

の一方言 を話 してい るこ とも 〔wilks　1982:346〕,

この伝 承 と無縁 ではな いだろ う。 そのほか に も,

この地方の言語 にはマ ンデか らの借用語 が多 く,

と くに貴族の位,運 搬具,容 器,特 定 の商 品,重

量の単 位な ど,交 易 と社会 階層 に関係す る ことば

の多 くが マ ンデ起源 であ るとい う事実 も 〔Wilks

1982:338〕,こ の地方への マ ンデの影響 の強 さを

ものがた るもので あ る。

マ ンデの活動の影 響は他 の次 元で もみ られ た。

イス ラムと交易の ネ ッ トワー クの拡大を あ ざ した

かれ らは,西 アフ リカ各 地 に散 ってい ったが,そ

のかれ らが開発 した商 品の うち,後 世 にも っと も

大きな影響を与えた のはお そ ら くコー ラの実 で あ

った。 コー ラの実 は降水 量の多 い地 方で しか収穫

され ないため,そ の嗜好 は最初森林 地帯の人 び と

の あいだに限 られて いた。 ところが金を求 めて森

林 地帯 に達 したマ ンデは,こ れを イス ラムの教え
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が禁 じるアル コールにかわ る嗜好品 と して選 び,

サバ ンナ地帯一帯 と,さ らに砂漠を こえて北ア フ リ

カまで広 めてい ったのであ る 〔Lovejoy　1980:103

-111)。

d.イ ス ラムと社会変化

交 易 と手工業 の拡大で富 を蓄積 して いったマ ン

デ系 イス ラム集 団は,当 然の ことなが ら各地の政

治的変革 にふ か くかか わ ってい った。中世の西ア

フ リカの大帝 国の成立 に,イ ス ラムが どの ように

かかわ ってい たかにつ いては くわ し く知 らされて

いない11。 しか しそのの ちの時代 に,西 ア フ リカ

の各 地 にあいつ いだ国家 の成立 にイ スラム集団が

どのよ うに関与 したか につ いては,あ るてい ど詳

細 な資料 が与 え られてい る。 イス ラムを信奉す る

かれ らと,政 治権力 との あいだ の関係 はかな り複

雑で あ り,国 家 によ ってかな りのちがいがある。

しか しそ こには ある一 定のパ ター ンがみ られ るよ

うで あ る。

北部 ナイ ジェ リアのハ ウサの人 びとが1つ の民

族集団を形成 したの は,西 暦1000年 頃 の こ と と

推 測 され てい るが,く わ しい ことはわか って いな

い。た だ11世 紀 か ら13世 紀 にか けて,ハ ウサ ラン

ドの各地 に形成 され た ビルニbirniと よ ばれ る城

壁都 市が,国 家 の建設 につなが る重要な役割をは

た した ことは確 かな よ うで ある 〔Smith　1970:338

-342〕 。その後15世 紀 の中頃に ,ハ ウサ はマ リか

らきた ワ ンガ ラの手 で イス ラムを受 けいれ,こ れ

が国家の建設 と社会 の変革 に決定 的な契機 とな っ

てい った。た とえば北部ハ ウサの カチナKatsina

では,15世 紀の後半 に ワンガラ出身のムハ ンマ ド・

コラウ　Muhammad　 Korauが そ れ まで の王 を廃

し,イ スラム原理 に もとつ く新 しい王 朝Katsina-

Lakeを 開 いた 〔Smith　 1971:198;Fuglested

1978:329)。

一方 カ ノでは
,14世 紀 い らい ワンガ ラの手で イ

ス ラムが導入 され ていたが,15世 紀後 半 に王 ムハ

ンマ ド・ル ンフ ァMuhammad　 Rumfaの もとで,

一連の 改革がお こなわれた。かれ は北 アフ リカか

らイス ラム法学者 を呼ぶな ど して,イ ス ラム法に

もとづ く政治の確立 を試み,官 僚制 を整備 した。

そのほかかれは,交 易 と民衆 の間の イス ラムを進

展 させ るために市場 や イス ラム寺院を新 し く作 り,

市壁 を拡大す るな どの仕事 を おこな った 〔Smith

1971:198-199〕 。同 じ頃,南 部ハ ウサ のザザ ゥ

Zazzauで もイ ス ラム 王が は じめて誕生 し,か く

してイス ラムは,そ れまで小 さな城壁 都市を もつ

にす ぎなか ったハ ウサ ラン ドに,実 効 的な領土 支

配を もつ新 しいタイプの政治形 態,す なわ ち国家

を 出現 させ たので あ る 〔Smith1970:344〕12。

イス ラムの影響 による社会 の変革 は,セ ネ ガル

か らアカ ン地方に いたる幅広 い地域で もみ られ た。

な かで もその影 響 の 強か ったの は ヴ ォル タ川 流

域であ ったが,そ こで はニ ジェール川 中流域 の マ

ンデの セ ンター と,海 岸 に近 いアカ ンの金 の産地

をむすぶ交易路 にそ って,い くつもの国家 が誕生

した 〔Wilks　1968:162-164;Terray　 1974:336〕 。

その うち,16世 紀 か ら17世 紀 にか けて成立 した,

ボ ノ　Bono〔Wilks　 1971:357-358〕,マ ンプル シ

Mampurussi〔Levtzion　 1968a:128-133〕,ダ

ゴ ンバDagomba〔Levtzion　 1968b:726-727〕,

ワWa〔Wilks　 1971:354,382〕,北 部モ シ 〔Izard

1971:214-218〕,バ ンバ ラ 〔Monteil　1924:28sq.〕,

などの諸王国は,い ず れ も軍事 をつか さどる異 教

徒の王 と,経 済を支配す るイス ラム交易 一生 産者

との密接 な結びつ きの うえに成立 していた。

一方
,ほ ぼおな じ時期 に発 生 した,ゴ ンジ ャ

〔Goody　 1964:197-199;1967:184-185〕,チ

ョコシChokossi〔Ｌevtzion　 1968a:78-80〕,コ

ンKong,ボ ボ ー ジュラソBobo‐Dioulasso〔Wilks

1971:382〕 な どの 国家 は,マ ンデか らきた騎馬

の軍事支配 者が,や は りマ ンデ起源の イス ラム交

易 者 と結 びつ くことで形成 され た。 しか しこの ケ

ースにおいて も
,マ ンデ起源の軍事支配者 は最初

はイス ラムを奉 じていたが,の ちにそれ ぞれの土

地 の文化や言語 に同化す るなかで,イ ス ラムを捨

て て土地の宗教体 系を うけいれ るように な って い

った 〔Goody　 1964:197-199;Levtzion　 1968a:

81)o

このよ うに,こ れ らの国家はイ スラムを国教 と

してはいなか ったが,そ の成立 にイス ラムが大 き

く関与 していた以上,イ ス ラム者 たちは国家組 織

とは無縁で はなか った。かれ らは,非 イス ラムの
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宗教体系 に基礎 をお くこれ らの国家 において,政

治的お よび儀礼 的に重要 な位 置を 占めて い ったの

であ る。 アカ ン地方 の もっとも南 に位置 していた

ア シャンテ ィ王国Ashantiで は,王 は伝統 的な宗

教体系 の長,い わゆ る神聖王 としての性 格を もっ

て いたが,そ の一方で イス ラム者 は王 の重 臣や相

談役 と して登用 されていた 〔wilks　1966:326-

334〕 。 また,イ ス ラムの影 響が国家 の基盤を脅

かす のを避 けるために,イ スラム商人が 多 く住 み

つ いた都市 を捨て,あ らたに王都 を作 った マ ンプ

ル シ王国で さえ,王 の即位式 で重 要な役をお こな

うの はマ ンデ起源の イス ラム教徒 であ った 〔Lev-

tzion1968a:129-133〕 。お な じよ うにイスラム

者が非 イス ラム国家で重用 された例 は,ダ ゴンバ

王国 〔Levtzion　 1968a:733-734〕,南 部 モ シ王

国 〔川 田　1981:39-41〕,ゴ ンジャ王 国 〔wilks

1971:383;Levtzion　 1975:194〕,バ ンバ ラ王国

〔Monteil　 1924:43-50〕 などで も共通 してみ ら

れ たのであ る13。

私 たちは これ まで,11世 紀 に西 アフ リカに伝え

られ たイ ス ラムが,主 としてマ ンデ系集団 の手を

介 して,西 アフ リカの各地 にいかな る影響 を与え

たかをみ て きた。 それは,18-19世 紀 に 一 連 の

「聖戦」が お こなわれ るはるか以前か ら,社 会 の

さまざまな次元 に大 きな変化を もた らす原動力 と

な っていたので ある。 こう した イス ラムの はた し

た役割 の重要性を考 える とき,ト リミンガムのい

う 「イ ンペ リアル ・カル ト」 な る概念 が,い かに

表層 的な解 釈にす ぎないかは明 らかだろ う。 とい

うの も,イ スラムは政治支配者の手許 にの みあ っ

たので はな く,ま さに交易等 の平和的 な手段 によ

って西 ア フ リカ全土 に ネ ッ トワー クを は りめ ぐら

せ,各 地 で綿織物 をは じめ とす る手工業の発達を

もた らし,国 家 のない社会か ら国家を もつ社会へ

の移行 を うなが して いたか らであ る。 さ らに それ

は,綿 布で作 った衣服 を着用 し,ア ル コールのか

わ りに コーラの実を愛用 し,ア ラ ビア文字 を用い

て記録をおこな うといった,か れ ら独 自の文化 と生

活 の様式 も広めてい ったのであ った14。

そ うであれば,た とえ西 ア フ リカの人 口の大部

分 を占め る農民が イス ラムを受 け入 れなか ったか

らとい って,そ れを 「イ ンペ リアル ・カル ト」 な

る安易 な語 で整理す る ことは正 し くないだ ろ う。

農民が イス ラムを受 け いれ なか った とすれ ば,そ

れはかれ らがそれを 必要 としなか ったためで あ り,

交易 者や大帝国の支 配者が イ スラムを信奉 してい

た とすれば,か れ らにはそれ が必要 だ ったた めで

あ る。 イスラムを必要 と した者 と必要 と しなか っ

た者,こ の両者の差異 を生 み だ したのが いか な る

論理的 および社会 的要 因であ ったのか,そ れ を考

え る前 に,西 ア フ リカのイ ス ラム化 に とって 「フ

ル ベ人 の聖戦」 がいか なる位 置を 占めていた かを

みてお くことに した い。

2.18-19世 紀前半 の ジハー ドとその影 響

a.フ ータ ・ジャロ ンの ジハ ー ド

18世 紀 か ら19世 紀 にか けて,西 アフ リカの各地

であいつ いだ ジハ ー ドは,多 くの研 究者 によ って

特別 な位 置を与 え られ てい る。 た とえば トリミン

ガムは19世 紀 を 「イス ラムの拡大 の偉 大な世紀 」

とよんで い るが 〔Trimingham1962:155〕,そ れ

は この時代 にお こなわれ た一連 の ジハ ー ドを つ う

じて,そ れ までの 「みずか らの同一性を失 うまで

にア フ リカ化 され たイ ス ラム」 が,は じめて社会

と文化 の 「変革因子 として生活 の中心 にす え られ

るよ うにな った」た あであ る 〔ibid.:233〕 。あ る

いは別の研 究者 によれ ば,こ れ らの ジハ ー ドに よ

って,一 部 の支 配者や交易 者 に限 られ ていた イ ス

ラムがは じめて一般民 衆の あい だに浸透 した ので

あ り 〔Levtzion1979:215〕,も しこうした力 によ

る改宗がお こなわれ なか ったな ら,イ スラムは 「伝

統宗教 の失地回復の前 に姿を 消 していた だろ う」

とさえいわれ るので あ る 〔Hiskett1984:303〕 。

これ らの研 究者に共通 して い るのは,歴 史 の表

面 にあ らわれて くる戦争 や王朝 の変 化,あ るいは

ジハ ー ドによ る新 国家の建 設 とい った,大 きな政

治 一宗教的事件 のみを重視 す る見方 であ り,そ こ

か らは長 くゆ るやかな過程 と しての社会 一経済 的

変 化はなお ざ りに され るこ とにな る。私 たちは先

に,ト リミンガムによ って 「イス ラムの停滞 と異

教 の反 動」の時代 と形 容 された17-18世 紀が,じ

つは交易等 の平 和的 な手段 をつ うじて,イ ス ラム
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が西 ア フ リカ全土 に拡 大,浸 透 した時代であ った

ことをみて きた。 この章 では,上 記の ジハー ドに

かんす る トリミンガム らの見解 がはた して事 実に

即 した ものか ど うか,18世 紀 か ら19世 紀 の前半 に

か けてお こなわれた い くつかの ジハー ド15の例 を

と りあげなが ら,考 え てみたい。

最初 に とりあげ るの は,西 ア フ リカで もっとも

早 くジハ ー ドが手 が け られ た フ ー タ ・ジ ャ ロ ン

Futa　 Djalonで あ る。ニ ジェール川 とセネガル川

の水 源 にあ た るこの高地 に,も っとも古 くか ら住

んでいたの は リンパLimba,バ ガBagaな ど の 西

大西 洋語族 に属 する人び とで あ った。 その後 この

土地 には,他 の地方 での戦争や迫害を逃れた人び

とが あいついで移住す るよ うにな った。最初の大

きな移住 の波は,マ リ帝 国 との覆権争い に敗れた

スス人Sousouで あ り,ニ ジェール川を さかのぽ っ

て13世 紀 ごろ この地 にや って きた とされ る。かれ

らは先住 の諸 集団を圧迫 し,沿 岸地方 に追いや る

一方で
,残 った人び とにマ ンデの文化や言語 をつ

たえて,1つ の民族集団 と してのジャロンケDia

lonkeを 形成 させ た〔Rodney 1968:270;1970:6

-11)。

さ らに16世 紀 になると,サ ハ ラ交易 をガオ帝 国

にお さえ られた マ リ帝国が,沿 岸地方 との交易 に

活路を求 めて南下 を開始 し,こ の地方一帯 にも大

きな影響 を与 えた。 かれ らは,そ れ まで発達 した

社会組織を もたなか った この地方 の人 び とに,貴

族制や小国家 を導入 したほか,沿 岸地方 と北部 の

サバ ンナ地帯 とをむす ぶ交 易 路 を 切 りひ らい た

〔Rodney1968:278-280;1970:24-26１6〕 。そ

の結果,そ れ まで西 アフ リカの他 の地方 とのつな

が りを もたず,い わ ば袋小路 になって いたこの フ

ー タ ・ジャロンが
,西 アフ リカ全土を結 びあわせ

る交易 システムのなかに統合 されたのであ る〔Per-

son1968:101-102;1985:343〕 。16世紀の後半

か ら17世 紀の初め にかけて,こ の交易路 に沿 って

カ ンカ ンKankan,ク ル ッサKroussaと い った 交

易 とイスラムの セ ンターが成立 し,こ れ がのちの

ジハー ドに重要な役割を はたす こととな った〔Per-

son1968:101-102〕 。また フータ ・ジャロンの
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スス人 や ジャロ ンケ人 は,沿 岸地方 との交易 に従

事 して富をえ,各 地 に首長制社会や小 国家を建設

した 〔Rodney1968:270-273〕 。

一方
,フ ー タ ・ジ ャロンへ の フル ベ人の移住は,

かな り早 い時 期か ら徐 々にお こなわれていた よう

であ る。 なか で も重要な移住の波 は,13-15世 紀

に北の モー リタニア,セ ネガル の土地 か ら,伝 説

的な英雄 コ リ・テ ンゲ ラKoli　 Tengellaに 導 か れ

てお こなわれ た とされ るもので ある。 この時期か

れ らは イス ラムを知 らず,族 長(ア ル ドArdo)に

率 い られて,牛 を追いなが ら移動の生活 をつづけ

ていた。 しか しやがてかれ らの一部 は,「 土 地 の

主 」で あるスス人 や ジ ャロ ンケ人の首長 に貢納を

す るかた ちで各地 に村(fulacunda)を つ くって,

定住 生活を は じめ るようにな ってい った 〔Machat

1905:270‐273;Rodney1968:270)o

こう した状態が 大 き く変わ ったの は,17世 紀に

北東 の マ ッシナか ら,あ らたな フル ベ集団 を受け

いれ ることによ ってであ った。かれ らはすで にマ

ッシナで,先 進の マ ンデの イス ラムや都市 文化,

発達 した社会組織等 に親 しんでお り,先 住 の遊牧

集団 とは質的 に大 き くことな っていた 〔Machat

1905:277‐279;Tauxier　 1937:276‐277１７)。

しか もかれ らは,フ ー タ ・ジャロ ンを経 由す る交

易 が さかんにな るにつれ,カ ンカ ン等の イス ラム

の セ ンターの影響下 にはい り,ま た各地か らマ ン

デや フルベの イス ラム導 師を大量に うけいれ るこ

とで,イ スラムに改宗 してい った 〔Machat1905:

281;Vieillard　 1940:102〕 。その うえにかれ らは,

みずか ら交易 に も従事す るよ うにな ってい き,と

くに この時 期 ヨー ロ ッパ諸 国のあいだで皮の需用

が増大 した こともあ って,そ の勢力 はい ち じる し

く拡大 した 〔Rodney　 1968:280;Levtzion1975:

207〕 。そうした結果,先 住 の事実 をたてに支配を

強制 す るジャロ ンケ人や スス人 との対立 は,激 化

して い ったのであ る。

フー タ ・ジャロンの ジハ ー ドがいかな る経過を

た どったかについては,く わ しくは記 さない。非

イ ス ラム農民 との戦 いは,ま ず マ ンデの影 響の も

っとも強 か った2つ の川の あいだでは じま り,し

だい に各地 に広 が って い った18。 初期 に戦 いを導

いたの は9人 の地方 首長 で あ っ た が,か れ らは

1726年 に,の ち の聖都 とな るフグンバFugumba

の近 くで集会 を もち,指 導者 カラモ コ ・アル フ ァ

KaramokoAlfaを 選 ん で ジハ ー ドを公 けに した。

かれ らとスス人や ジ ャロンケ人,そ して と くにマ

リンケ人の ワスル王国Wassoulouと の戦いは長 く

っつい たが,1776年 に2代 目の 指導 者 イ ブ ラヒ

ム ・ソ リIbrahim　 Soriが 戦いを収拾 し,宗 教 一政

治的指導者 としての アル マ ミArmamiを 名の って

ジハ ー ドは完成 した。 か くして,一 人 のアル マ ミ

とそれを支 える9人 の地方首長,そ して フルベ人

や マ リンケ人 のムス リム戦士,さ らに ソソ人 や ジ

ャカ ンケ人 か ら供給 され る奴 隷 とい う,階 層 化 さ

れた3つ の層か らな るフー タ ・ジャロ ン国家 は19

世紀後半の フランス軍 の侵入 までつづ いたの であ

る 〔Tauxier　1937:218sq;Rodney1968:277-

280)。

フー タ ・ジャロンでなぜ西 アフ リカ最初の ジハ

ー ドがお こなわれ たのか。 その理 由は,い くつか

考 え られ る。 まず,フ ー タ ・ジ ャ ロ ンが交 易ル

ー トに くみ こまれ る過程 で
,先 進 のマ ンデか らイ

スラムや都市文明を うけ と った こと。 マ ンデの影

響は各方 面 にお よん でお り,フ ー タ ・ジ ャロ ンを

交易 ネ ッ トワー クの なかに組み こん だほか,フ ル

ベ人 にイ ス ラムをつ たえ 〔Vieillard　1940:102;

willis　 1971:474-475〕,よ り進ん だ軍 事技 術 を

導入 した 〔Vieillard1940:102〕 。その 結 果,こ

の地 の フルベ語には軍事 用語を は じめ と して多 く

のマ ンデ語 か らの借 用語 が存在 し 〔Houis　1961:

88〕,ま た ジハー ドを導 いた2人 の アルマ ミが マ

ンデ起源 とされ るほ ど 〔Tauxier　 1937:276-277;

Sow　 1968:43〕,そ の影響 は ジハ ー ドにむけて大

きな役割 をはた した19。

つ ぎに,交 易 の拡 大 によ って この地方 の経 済 的

発展が もた らされた こと。 その結果,フ ー タ ・ジ

ャロンの人 口と家畜数 は増 大 し,限 られた農 牧地

をめ ぐって農民 と牧 畜民 の葛藤 は激 し くな って い

った 〔Rodney　 1968:274〕 。その過程 で,大 地崇

祀を たて に土 地への権利 を主 張す る非 イ スラム農

民 にたい して,フ ルベ人 はイ ス ラムの うちに,自

分た ちの戦 い と農民 支配 を正当化す るイデオ ロギ
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一的根拠を求 め るよ うにな ってい った 〔Suret-

Cana1　 1980:57-58〕 。最後 に,フ ー タ ・ジャロ

ンの地理的条件 か ら,交 易 が沿岸 地方の ヨー ロッ

パ 人 との あいだで活発 にお こなわれ たこと。 これ

に よ り,か れ らの所 有す る家 畜は莫大 な富 に転 化

し,フ ルベ社会 の階層分 化を うながす と同時 に,

これ に税を課 そ うとす るジャロンケ人首長 との対

立 は もはや妥協点 をみ いだす ことがで きな くな っ

てい った 〔Rodney　 1968:275;1975:285〕20。

一 方
,フ ー タ ・ジ ャロンの ジハー ドは何を もた

らしたのか。 まず第1に,フ ルベ国家の成立で あ

る。 それ まで フル ベ人 は,先 住 の ジ ャロ ンケ人首

長 に貢 納す る立場 にあ ったが,イ ス ラム法 にもと

つ く国家の成 立 によ りこの関係 は逆 転 し,か れ ら

は土地 の所有 と農民 の支 配を合法化 す ることがで

きるよ うにな った 〔Rodney　 1968:277〕 。第2に,

奴隷制 の強化 が もた らされた こと。支配者 とな っ

た フルベ人 は,非 イス ラム農民固有 の親族 組織,

婚姻規則,宗 教 体系,土 地の使用権等 の一 切の権

利 と慣行 を うばい,ル ンデroundeと よばれる奴隷

の村を作 って,そ こにかれ らを住 まわせた21〔ibid.:

277-278〕 。 また奴隷の一部 を沿岸部 に運 んで ヨ

ー ロ ッパ人 に売 り,そ の量 は18世 紀後半 にはア フ

リカで最大 とな ったほか,ジ ハ ー ド国家が1世 紀

以上 つづ く経済的支 柱 とな った 〔ibid.:280-281〕 。

第3に イスラムの浸 透が はた された。 イス ラムを

旗 印にかかげた ジハー ドの成 功は,領 域 内の非 イ

ス ラム フルベ人 にも改宗をせ ま り,し たが わない

遊牧民 か らは家畜 の1/3を没収 したほか,強 制労働

を課 した 〔Balde　1975:189〕 。また,一 切の権利

を うばわれた農 民奴隷 は,19世 紀 までに主人の文

化 に同化 し,イ ス ラムを うけいれ,フ ルベ語 を話

し,フ ルベ人 を 自称す るよ うにな っていた 〔Suret-

Canal1971:425-426〕22。

b.ハ ウサ ラン ドの ジハ ー ド

19世 紀 に西 ア フ リカの他 の地方で お こなわれた

ジハ ー ドにつ いて も,簡 単 にみてお くことに した

い。 と くに,フ ー タ ・ジ ャロ ンの ジハ ー ドを準備

した4つ の要素 一交 易の発展,都 市 と社会組織 の

発達,イ スラムの浸 透,フ ルベ人 の移住 と人 口増

加の4点 について,重 点 的 にみてい きたい。 ここ

でと りあげるのは,ハ ウサ ラン ドとマ ッシナの ジ

ハー ドと,そ れ にいた る段 階であ る。

ハ ウサ ラン ドの交易 は,前 章でみた よ うに,14

世紀 にマ ンデ商人 が もた ら した東西ル ー トの開設

によ って,地 域 の枠 を こえて活発にな ってい た。

さらに15-16世 紀 にな ると,北 アフ リカと南部 の

森林地帯 をむすぶ ルー トが この地方 を通 るよ うに

なり,ハ ウサ ラン ドは2つ の交易 ルー トの交差点

として急速 に発展 してい った。 これ らの都市は,

16世 紀には北 アフ リカや遠 くヨー ロ ッパの国 々の

商人を うけいれ るよ うにな ってお り,そ の うちの

1つ カノは,エ ジプ トのカイ ロやモ ロ ッコの フ ェ

スとな らんで 「アフ リカの3大 都市 の1つ 」 とい

われ るまでにな って いた 〔Lange　et　Berthoud

1972:339〕 。ハウサの諸都市が輸 出 したのは,象

牙や金,胡 椒といった貴重な品であったほか 〔ibid.:

341〕,織 物や皮細工 などの手工業 もたいへ ん盛 ん

にお こなわれてお り 〔Leon　L'Africain　 1956:

472〕,「 あ らゆ る方 角の地方 との交易 に従事す る

豊 かな人 び との住 む国」 〔ibid.:477〕 との評判 を

とってい た。

こうした交易 の隆 盛は,当 然の ことなが ら社会

組織の発達 とイス ラムの進展 を もた らした。両者

は14-15世 紀 にマ ンデの人び とによ って もた らさ

れていたが,16世 紀になると大きな発展 を とげた。

すなわち この世 紀 には,ハ ウサの諸都市 は都市 国

家か ら領土 国 家 の段 階へ と移行 し,国 家 間の戦

争は ひんぱん にお こなわれ るよ うにな った 〔Ade-

1eye　1971:490〕 。 また,14-15世 紀 には じめて

伝 え られたイ スラムは,16世 紀 には王 とその臣下,

および都市住人 の大部分 に うけいれ られ るよ うに

な ってお り,ア ラ ビア語 による教育や イス ラムの

知的運動 も さか んに なってい た 〔Hiskett1984:

79-80〕 。 そ の後 もイス ラムは影響力を ま し,18

世紀末 にはハ ウサ ラ ン ドの住人の大多数 はイス ラ

ムを うけいれて いた と推測 され るほ どで ある 〔La-

standAl‐Hajj1965:231)。

この ようなイス ラムの進展 の結果,ハ ウサ ラ ン

ドの ジハー ドは,フ ー タ ・ジャロンのそれ とは異

な る形態 を とるにいた った。 この地 の ジハー ドが

目的 としたのは,非 イス ラム教徒 の改宗 ではな く,
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む しろ不純な イス ラムを純粋 化す るイス ラム再生

運動 をお こな う ことであ った 〔Last1979:237;

Clarke　 1982:148〕 。 とい うの も,ハ ウサ ラン ド

で うけいれ られて いたイス ラム,と くに指導者層

の それは,伝 統 宗教の要素 を多分 に残 していたか

らで あ る。 王は イス ラムの儀 式に参加す ると同時

に多神教 の神 々にた いす る祭祀 を継続 して お り,

戦争 な どの危機 に さい してはみず か ら供犠をお こ

な うほどで あ った 〔Adeleye　1971:528-529〕 。

そ う したなかで,イ ス ラムを熱心 に うけいれた人

び と,と くに低 い社会的位置 しか与 え られていな

か った フル ベ集団 の不満 はつ の り,か れ らの うち

の トロ ッベ聖職者 た ちの手 によるイ スラム再生運

動へ の支持は,18世 紀 をつ うじて高 ま った 〔Tri-

mingham　 1962:195;Hiskett1984:159〕 。 し

か も,交 易の発展 と人口の増加の結果,土 地をめ

ぐるハ ウサ農 民 と フルベ牧畜民の軋轢 は強 まる一

方で あ り 〔Hiskett　1984:105〕,つ いには トロッ

ベ聖職者 の1人 ウスマ ン ・ダ ン ・フ ォデ ィオUs-

man　 dan　Fodioの 手 に な る ジハ ー ドとな ったの

で あ る。

ハ ウサ ラン ドの ジハ ー ドがいかな る経緯 をたど

ったの かは,記 さな い。1804年 に開始 され たそれ

は,1808年 には当時 もっとも繁栄 した国家 の1つ

であ る ゴー ビルGobirを 転覆 し,そ の知 らせ は各

地の フルベ人族長 を勇気 づけ,カ ノ,ザ リアとい

った主要 な都市で も戦いが は じめ られた。 その結

果 は,ソ コ トSokotoを 首 都 と して,各 地 の フル

ベ人新 支配者 との一種 の封建関係 に もとつ くソコ

ト国家Sokotocaliphateの 成立で あ った 〔Hiskett

1984:158-165〕 。 しか し人 口的 には るかに劣 る

フルベ人支配者た ちは,急 速にハ ウサ文 化のなか

に吸収 されてい き 〔松下1987:303〕,そ の政治形

態や官職,王 宮組 織,都 市行 政,税,市 場の管理

等 の 制 度 も 旧 来 の ハ ウサの ものに戻 り 〔Smith

1964:175〕,か くしてハ ウサ=フ ルベ複合 として

20世 紀初 頭の イギ リス軍 の支 配 までつづ いたので

あ る23。

c.マ ッシナの ジハー ド

マ ッシナの ジハ ー ドは どのよ うな経 過を たど っ

たのか。 この地域 は,前 章 でみたよ うに西 アフ リ

カで も最古 の都市文 明 とイ スラムが さかえ た土 地

で あ り,ト ンブ クツ ーを は じめ,ジ ャ,ジ ェンネ

とい った都市 は,イ ス ラム と交易 の セ ンター と し

て西 アフ リカ全域 に知 られ ていた。1591年 の モ ロ

ッコ軍 の侵入 によ るガオ帝 国の崩壊 後,そ の繁 栄

はハ ウサ諸都市 にお びや か されたが,サ ハ ラ砂 漠
　

にむ けての物資 の積 出 し拠点 と しての ジ ェンネの

地位は ゆるがず,17-18世 紀 をつ う じて重要 な経

済的 ・宗教的役割 をはた しつづけた 〔Montei1

1932:45sq〕 。た とえば17世 紀後半 に,マ ンデ系

の一 民族バ ンバ ラ人 が セグーを拠点 に王国を築 い

た とき,そ の国家 は伝 統宗教 に もとついて いたが,

そのなかで イス ラム導 師 は重要 な位 置を 占めて い

た し,交 易を独 占す るイス ラム商人 は丁 重に あつ

かわれていた 〔Monteil　 1924:321-334〕 。

その マ ッシナに,最 初の フルベ遊牧民 が到着 し

たのは14世 紀 ごろと推 測 され ている 〔Montei1

1932:89〕 。かれ らは豊 か な牧草地 の広 が るこの

地 に移 り住 むにつれ,そ の勢力 を拡大 してい き,

土地 をめ ぐる農民 との確執を くりか え した。や が

てかれ らの一 部は強大 とな り,農 民 を とりこん で

定着生 活をお くるよ うにな って,一 種 の貴族層 を

形成 した。 また宗教的 に も,定 着 した人 び とは都

市文化 の影響下 に イス ラムを うけいれて い ったが,

遊牧を つづけ るフルベ人 たちはあいかわ らず伝統

的 な宗教体 系を維持 していた。 フルベ人 たちはや

がて マ ッシナで も最 大 の人 口 と軍事 力を ほ こるよ

うにな ってい ったが,バ ンバ ラ王国の馳 をのが れ

ることはで きず,貢 納 をつ づけていた 〔Montei1

1932:54‐55;Gallais1967:91‐93)0

1818年 に,フ ルベ人の1イ ス ラム説 教師 アマ ド

ゥ ・ハ マデ ィ ・ブ ブAmadou　 Hammadi　 Boubou,

のちの シ ェイク ・アマ ドゥCheikou　 Amadouが

ジハー ドを開始 したのは,こ のよ うな条件 下 にお

いてであ った24)。か れが ジハー ドの成 功のた め に

戦 わな くては な らなか った のは,非 イ ス ラムのバ

ンバ ラ王国 とフルベ人 族長 たちで あ り,そ してか

れの 目には腐敗 した イ ス ラムをつたえ るジェ ンネ

のイス ラム導師た ちであ った。 とい うの も,後 者

はアマ ドゥの 「偏狭 な イス ラム」 〔Gouilly1952:

66〕 を きび しく弾圧 してい たか らで あ る 〔Baet
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Daget　 1955:24-25〕 。かれの 初期 の戦 いは熾烈

を きわめたが,1818年 に ヌクマNoukoumaの 戦い

でバ ンバ ラ王国 とフルベ族 長の連合軍 を破 ると,

それ まで傍観 を きわめていた フルベ人貴族層がか

れの側 につ き,大 勢 は一気 に決 した。 アマ ドゥは

マ ッシナか らバ ンバ ラ人勢 力を一掃 す ると,「 腐

敗 した」都市 の イス ラムを改め るために,ジ ャの

マル カ人支配者 を追放 し,ジ ェンネのイス ラム寺

院を焼 き払 い,こ の2つ の都市か らはなれた土地

にあた らしい首 都ハ ムダ ライHamdallayを 建設 し

て,新 国家を誕 生 させ たのであ る 〔ibid.:36-45〕 。

アマ ドゥの開 いた新 国家 は,2つ の大 きな特徴

を もっていた。1つ はイス ラム法の厳格 な適用 で

あ り,旧 来の政 治組織 は一掃 され,新 た にイス ラ

ム聖職者 が国家 の枢要 な地位 につけ られ た。同時

に税制,市 場 管理,学 校,裁 判 と警察権,行 政単

位 な ども整備 され,イ ス ラム化 を うながす ため に

フルベ人 の定 着化 も進 め られ,各 地 にあた らしい

村が建設 された 〔ibid.:47-80〕 。その結果,マ ッ

シナ王国 は 「西 ア フ リカがは じめて知 った も っと

も真正 のイス ラム国家」 との評価 を うけ ることに

な ったので あ る 〔Trimingham　 1962:180〕 。

マ ッシナ王 国の も う1つ の特 徴 は,シ ェイク ・

ア マ ドゥが非道 徳的 と して断罪 した商業 活動の抑

制 であ った。 かれは都市 を支配す るマ ンデ人交易

者 の勢力を抑 え るため に,市 場 を別 な場所 に移動

させ た り,計 量 の単位を統一 す るとど うじに,そ

の適用を きび し く監視す るな ど した 〔Ba　et　Daget

1955:79-80;Gallais　 1967:95〕 。また四方をバ

ンバ ラ人や トゥア レグ人,ド ゴ ン人 などの反対勢

力 に包囲 されて いた こ ともあ り,華 美を廃 し,タ

バ コの消費を制 限す るなどの禁 欲を強制 して ,一

種 の 「戦 時経 済」 を しいた。 その結 果は,か つて

西 ア フ リカ随一 の繁栄 をほ こ ったマ ッシナの交易

の衰退で あ り,新 しい商品,と くに銃器 と弾薬の

輸入 の制限 は,半 世紀 あ とにお こなわれた トゥク

ル ール軍Toucouleurの 侵入の前に,容 易 に膝 を屈

す る一因 とな った 〔Johnson1976:493-495〕 。

d.西 ア フ リカの ジハー ドとその影響

私た ちはこれ まで,18世 紀 か ら19世 紀前半 にか

けて,西 アフ リカの3つ の地域 でお こなわれ た ジ

ハー ドを と りあげて きた。 ここで は,こ れ らの ジ

ハ ー ドが西 アフ リカのイ スラム化 にはた した役 割

について,考 え る ことに したい。

これ までの ところで何 が明 らか にな ったのだ ろ

うか。第1の 点 は,ジ ハー ドは しば しば考 え られ

て きたよ うに孤 立 した もので はな く,む しろそれ

以前のながいイ スラム化 と交易の進展を前提 に し

てお こなわれた とい うことであ る。 この ことは,

この時代 に ジハー ドの お こなわれた5つ の地域 一

フー タ ・ジャロ ン,マ ッシナ,ハ ウサ ラ ン ド,そ

して ここで は とりあ げなか った フー タ ・トロ とブ

ン ドゥBunduの5カ 所が,い ずれ も西 アフ リカで

もっと も交易の盛 んな土地であ った とい う事 実 に

示 されてい る。 マ ッシナとハ ウサ ラン ドは,サ ハ

ラ交易の拠点 と して古 くか ら繁栄 した土地 であ っ

た し,他 の3つ の地 域は,フ ータ ・ジャロンにつ

いて検 討 したよ うに,い ずれ も ヨー ロッパ勢 力が

沿岸交易を活発 にす るなかで,新 しく交易の拠 点

とな った土 地であ った。

私たちが前章 で明 らか に した ように,西 ア フ リ

カの交易 はイス ラムと不可分に結びついてお り,

イス ラムの拡散 と浸透を うながす一 大原動力で あ

った。 しか も交易 は,同 時に ジハー ドの主役 とな

るフル ベ遊牧民 の定着化を うなが し,都 市文化 と

イス ラムを伝え,か れ らの社会 階層 の分化を促進

した。 しば しば主 張 され るところとは異 な り 〔た

とえばLevtzion1979:7〕,西 アフ リカの ジハ ー

ドは遊牧民の 手で お こなわれたので はな く,ジ ハ

ー ドの主 力 とな ったのは定着 したフル ベ人 であ り
,

その成功のたあ にはか れ らが これ らの先進の要 素

を うけ とってい る必要 があった。そ うした意味 で,

この時代 に西 ア フ リカの各地でお こなわれた ジハ

ー ドは
,1つ の断絶 と してではな く,む しろそれ

以前 の長 い過程 の延 長線上に位 置づけ られ るべ き

であろ う。

第2に,こ れ らの ジハー ドは,そ の提 唱者 の意

識 においては純粋 に宗教的意図で お こなわれてい

たと して も,そ の 内実 は,つ ねに政治的 および社

会的要 因に大 き く左右 され ていた。 そ うした こと

は,ジ ハー ドがつね に特定 の社会集団 によ って担

われていた とい う事実 に示 されてい る。18世 紀 か
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ら19世 紀 の前半 にか けて,西 ア フ リカで ジハ ー ド

を導 いたのは どこで も フル ベ人 であ ったが,か れ

らはどの土 地で もそれ まで は社会 の周辺部 に位置

づ け られ てお り,牛 とい う富を得 たかれ らの経 済

的実力 と,そ の社会的地位 とのあいだ には大 きな

矛盾が あ った。 しか もかれ らは土地 をめ ぐって先

住 の農耕民 と対立 の関係に あ り,つ ぎの章で くわ

しく検討す るよ うに,ア フ リカの伝統 的 な宗教体

系が先住の事実 に絶対的な特権 を与 えてい るか ぎ

り,同 じ次元 の宗 教体系にた って は既 存の権威を

くつがえす ことはで きなか った。 そ こでかれ らは,

イ スラムの名 の もとに自己の運動 を正 当化す る必

要 があ った のであ る。

ジハー ドの政治 目的化は,ジ ハ ー ドがつねに非

イ スラム教徒 にむけ られていたわ けではな く,純

粋 な イスラムを もた らす とい う名 目の もとに,同

じイ スラム教徒 に もむけ られてい たとい う事実 に

も示 されてい る。 そ うした ものが,ハ ウサやボル

ヌのイ スラム首長や,ジ ェンネの イス ラム導師 に

た い して しか け られ た ジハー ドであ り,い ずれの

土地 で もそれが真 の ジハー ドか否 か とい う論争を

もた らせ ざるをえ なか った 〔Last　and　Al-Haji

1965:237-240;Hiskett　 1984:192-193〕 。 ま

た ジハー ドの うちで しだいに政治 目的が優越 して

い ったこ とは,初 期 の熱意が さめ るとハ ウサ ラン

ドの ソコ ト国家が旧来 の政治体系 に もど ったこと

〔Smith　 1965:174-175〕,そ してマ ッシナの フ

ルベ国家 は,同 じよ うにジハ ー ドを旗 印 にかかげ

た トゥク レールの侵 入 にたい して,異 教徒のバ ン

バ ラ王 国 と手 を 組 ん で 対抗 した こと 〔Montei1

1924:342〕 な どの 事実に も示 され てい る。

第3に,ジ ハー ドの影響 はこれ まで考 え られて

きた よ りは るかに少 なか った と思われ る。地理 的

にみて も,ジ ハー ドで建 設 された国家 の支配範囲

は,3図 にみ られ るよ うに西 アフ リカの ご く一部

で しかな く,今 日イ スラムの優 越 して い る地域 に

比 してあ ま りに限 られてい る。その意 味で,ジ ハ

ー ドが 「西 ア フ リカ」のイ スラムの深 化 と大衆化

を もた ら した とす る主 張を,額 面 ど うりに うけい

れ ることはで きないだ ろう。 また時間 的に もその

範 囲は限 られて お り,マ ッシナの ジハ ー ド国家 は

半世紀で解体 させ られ た し,ハ ウサ ラ ン ドのそれ

はただ ちに旧来 の形態 に復 す ることにな ったので

あ った。

しか もジハ ー ドは,武 力 によ るイス ラムへ の改

宗を強制 した だけに,ジ ハー ド国家の勢力 範囲 内

ではイ スラム化を促 進 したと して も,そ の周 囲に

は イスラムへの敵 を生み だ してい った。 た とえば

マ ッシナ国家は,そ の周囲をバ ンバ ラ人,ド ゴン

人,モ シ人な どに囲 まれて いたが,こ れ らの人 び

とは長 いあいだ イス ラム化を もっとも頑強 に拒 ん

だ人 び とであ った。 また ジハ ー ドは,時 代 を下 る

とともに激 しさを増 してい き,イ ス ラム宣教 運動

とい うよ り,む しろ1つ の危機の様相 を呈す るよ

うにな ってい った。 その結 果,19世 紀 の後半 に お

こなわれ た2つ の ジハ ー ドにつ いては,一 般 に否

定 的な評価のみを下 され てい る。すなわち,ア ル ・

ハ ジ ・ウマールにみ ちびかれた ジハ ー ドは,「 イ

ス ラムの広 が りと発展 にたい しては少 しの寄与 し

かはた さ なか った」の であ り,「 良 いム ス リムを

作 るのは剣で はな く,長 い教育 と宗教改革が必要」

だ といわれ る 〔Oloruntimehin　 1972:316-317〕 。

同様 にサ モ リ・ トゥー レの ジハー ドにつ いて も,

「ジハー ドは流血 と戦 闘のみを生 み,真 のそ して永

続 的なイ スラムへ の改宗 は もた らさなか った」 と

され るのであ る 〔Baravmann　 1974:7325〕 。

もちろん,ジ ハ ー ドの はた した役 割が無 に等 し

か ったわけでは な く,と くにウスマ ン ・ダ ン ・フ

ォデ ィオや シェイク ・アマ ドゥが多 くの議論 と著

作を お こな った ことに示 され るよ うに,ま た各地

に コー ラン学 校が建設 された とい う事 実が物語 る

よ うに,西 ア フ リカの イスラムの深 化が はた され

たのは ま ぎれ もない事実 であ る。 しか しなが ら,

これ まで多 くの研 究者 がお こな って きたよ うに,

西 アフ リカのイ ス ラム化にはた した ジハー ドの役

割のみを過大 評価 す る ことは,以 上の点 か ら不 可

能であ ろ う。 ジハー ドは,西 アフ リカのイ ス ラム

化の一側面,一 過程 と して,大 きな流 れのなか で

理解 され な くてはな らないのであ る。
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3.民 族 宗教 とイ スラム

a.な ぜ イス ラムが必要 だ ったのか

こ こではつ ぎの2つ の ことを問題 に した い。西

アフ リカの人 び とが なぜ イス ラムを 必要 と したの

か,そ してイ ス ラムはかれ らに何 を もた らしたの

か とい うことで ある。

私た ちがす で にみ たよ うに,西 ア フ リカのイ ス

ラム化 に大 き く貢献 したのは,主 としてマ ンデの

イス ラム交易者,ジ ハ ー ドをお こ した フルベ人,

そ して マ リや ガオな どの大帝国の3つ の要素 であ

った。 これ らの要 素が イ スラムを必要 とした直接'

の理 由は,そ れぞれ異 な っていたで あろ う。 しか

しその底に は,共 通 す る理 由が存在 して いたよ う

に思 われ る。 それ は,ア フ リカの伝統的 な宗教体

系,す なわ ち民族 の枠組 を外枠 とす る民族宗教 に

は実現 できない ものを,普 遍主義 的宗教 と しての

イス ラムの うちに求 めた とい うことであ る。私た

ちは宗教を,た んに救 済を与 え る手段 と して では

な く,生 活 と思 想 に形式 を与 え,そ の枠組を課す

もの と理解 して いるが,そ の とき民族 宗教は,そ

の限定 され た枠組の ゆえに生 活 と思想 の発展 にた

いす る障害 とな らざるをえなか った。そ う したこ

とを,民 族宗教 とイス ラムとを対比 させなが ら考

えてみ たい。

筆 者 はす でに別の箇所 で,西 ア フ リカの民 族宗

教 の内的構 造につい て くわ しく分析 してい る。 と

りあげたの はマ ッシナの 漁撈 民集団 であ るボ ゾ人

社会 と 〔竹沢　 近刊〕,マ ッシナに隣接す る農耕民

の ドゴ ン人社会 であ る 〔竹沢　1987:79-265〕 。そ

の くわ しい 内容 にた ちい る余 裕 はこ こではないの

で,要 点 だ けを み ることに した い。

民族宗教 は,ま ず くりかえ して お こなわれ る儀

礼を柱 として成立 してい る。儀 礼の なかで重要 な

の は生業 に結 びつ く儀 礼で あるが,農 耕民 の場合

には,種 ま きか ら雨期 の到来,虫 除 け,そ して収

穫 にいたる まで,農 耕 の節 目ご とにそれ に先立つ

かた ちで儀礼 がお こなわれ る。 また漁民の場合に

は,魚 類 の繁 殖 と成長,お よ び漁獲 の大小 に直接

関係す る増水 期,減 水期,集 団漁 の3度 にわた っ

て,そ れ に先立 ちなが ら儀礼 が お こなわれ る。 こ

れ らの儀礼 は,生 業の サイ クル にそ って繰 り返 し

おこなわれ る ことによ って,人 びとの行為に保 証

と確信を与え る ことを 目的 と した ものであ る。

一方,儀 礼 のなかには別の種類の もの もあ る。

それ は,ひ で りや不作,漁 の失敗 とい った,人 び

との願望 に反す る事 態が発生 した ときに,そ れ を

修復す る目的で お こなわれ るものであ る。 この種

の儀礼は,ま ず その事 態の原因を解釈 し,一 般 に

妖術師や祖霊の怒 りとい った外部 の要 因にその原

因を帰す る。それ によ って,儀 礼が お こなわれ た

な ら事 態がすべて うま くい くにちが いない とい う

信念を,疑 わせ ないです ませ るため である。 そ し

てその うえであ らたあて儀礼行為を お こな うこ と

で,願 望 が実 現す る理想 の状態をふ たたび作 り出

そ うとす るのであ る。

こうして儀礼 は,一 方 では豊作や雨期 の到 来,

豊 漁や漁 の安全 とい った好 ま しい事態 に先行 して,

それを先取 りす るか たちでお こなわれ,ま た他 方

では,不 作 やひで り,不 漁 といった,好 ま し くな

い事態が発生 した ときに,そ れを修復す る 目的で

お こなわれ る。 か くして民族宗教 は,こ れ らの儀

礼 をつ うじて,生 業 にむす びつ くあ らゆる事態 に

対処す ることが で きるのであ り,ま た その ことに

よ って,人 び とに 自分た ちの行為にた いす る確 信

と保証を与え る ことがで きるのであ る。

民族宗教の与 え るこれ らの保 証は,と くに技術

力 の低 く,そ の ため 自然の条件 に左 右 されやす い

社会 においては きわめて重要 な ものであ ると思 わ

れる。多 くの ア フ リカ社会において,儀 礼 こそが

秩序確立 の基本的要 素 と考 え られ,そ の及ばな い

範囲は無秩 序の空 間 とされてい るのはそ う した事

情 によ るもので あろ う。 た とえば ドゴン社会で は,

儀礼がお こなわれ るのは村 のなかの,大 地 の化身

を まつ る祭壇 や開祖 の先祖 をまつる祭壇 であ り,

これによ り村 の 内部 は儀礼 に保証 され た,豊 饒 と

秩序 の支配す る空間 とされ る。 これ にたい し,儀

礼 のおこな われ ない村の外部 にはいか なる秩序 も

な く,乾 燥 と死 の支配す る不毛の空間 とされ る。

同様 に漁民の ボ ゾ社会 において も,村 の 内部 と水

中は恵みを与え る 「水の精霊」 に保 護 され た空 間

であるのにた い し,村 外の空 間は悪 しき精霊の跋

扈す る,危 険で不毛 な空間 と考え られて いる。
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ところで,人 び とに安心 と保 証を与 え る ことを

目的 とす るこれ らの儀礼 は,誰 にで もお こなわれ

るわ けではない。 それ をおこな うのは特 定の人物

だけで あ り,そ れ によ りかれ らは高 い宗 教的 ・社

会 的地位 を与 え られて いる。 ドゴ ン社会 では,儀

礼 を管理す るのはオ ゴ ンとよばれ る地域 の長 であ

り,か れが地域 内のすべての重要な儀礼 の合 図を

出す ことに な ってい る。 オ ゴ ンはその地域 を開い

た人 び との直系の子孫 であ り,そ の事 実 によ り土

地 の精 霊や先祖 と深 いむ すびつ きを もつ ためであ

る。一方 ボ ゾ社会の場合,儀 礼 をお こな うの は,

その地域 に最初に住 みつ いた人 び との子孫で ある

「水の主 」である。かれの一族 は最初 にその土 地 に

や って きて,水 域 の真の所有者で あ る「水の精霊」

か ら,儀 礼 を定 期的 にお こな うこ とを条 件に漁 と

居住 の権利 を与 え られたのだ った。

以上 の よ うな民族 宗教の特徴 を整理す ると,つ

ぎのよ うに なる。1)民 族 宗教 は,く りかえ しお

こなわれ る儀礼を核 として成立 してい る。2)そ

の儀礼 は生業 と密接 にむす びついてお り,人 びと

の生活を 支え るこれ らの行為 にたいす る保証 と安

心を与え ることを 目的 とす る。3)儀 礼をお こな

うのは先住 の クラ ンの人間であ り,か れ らは それ

によ り高 い宗教 的 ・社会的地位を与 え られてい る。

4)儀 礼が お こなわれ るのは村 内の特定 の場所 で

あ り,そ れを移す ことは容易 ではな い。5)儀 礼

は,く りかえ しお こなわれ ることで ある一定の空

間 の秩序 の確立 に貢献す るが,そ の外部 には儀礼

の力 のおよばない,そ れゆえ無秩序 で不毛 な空間

を残 さざ るをえな い。

以上 の点 を民 族宗教が固有の特徴 と してい ると

すれ ば,そ れは西 アフ リカの人 口の大多数を 占め

る農耕民や漁民 には適 した もので あ って も,そ れ

以外の,た とえば交易者 とはあい いれ ない ことは

明 らか だろ う。民 族の枠を こえて活躍 するかれ ら

は,複 雑な儀礼 の体 系を もって移動す る ことはで

きず,民 族宗教 に したが ってい るか ぎ り,故 郷 の

村 をはなれた とたんにその保護 を うけ るこ とがで

きな くな る26。 しか も民族宗教 の主 要な 目的が農

業や漁業 の保 証を あたえ ることにあ ったの にたい

し,交 易 に従 事す るかれ らにはそ う した保証 は必

要 ない。 む しろかれ らが望 むのは,ど の地方 に,

どの品を も っていけば よ り多 くの利益を あげれ る

か とい う情報で あ り,そ うした情報 の移動 を保証

す るシステムで あろ う。

こう した観点に たつ とき,交 易者 に とって望 ま

しいのが,唯 一神 を頂点 にいた だき,複 雑 な儀礼

のかわ りに単純 な規則 と規定を もち,す べて の社

会 を同一 の論理 でむす びあわせ よ うとす るイス ラ

ムである ことは容 易 にみて とれ る。かれ らに と っ

て,イ ス ラム こそは人 と情報 と物 品の移動 を保証

す るシステムで あ り,民 族 の枠 を こえて活動 をお

こなお うとす るかれ らの意図 に,も っともかな っ

た宗教体 系なの であ った。

交易者 とな らんで 西 アフ リカの イス ラム化 に貢

献 した フルベ人 に とって も,イ ス ラムを必要 と し

た理 由は同 じだ ろ うか。 この場 合 には,事 情 はい

ささか異 な っていた よ うであ る。 フル ベ人は どの

土地で も新参者 であ り,限 られ た土 地を め ぐって

先住の農耕民 と対 立 していたが,そ の ときイ スラ

ムは,民 族宗教 をたて に 自分 たちの権 威を維持 し

よ うと した先住民族 にたいす る,反 抗 の根拠 と し

て採用 された よ うに思 われ る。

元来 フルベ人は,家 畜群 の繁殖 と,そ れに密接

にむす びつ く社会 集団 の維持 を 目的 とす る独 自の

宗教体系を もって いた 〔た とえばStenning　 1968:

393-398〕 。 しか しそれ もまた一種 の民族宗 教に

ほか な らず,そ れに よ っては先住民族 の権威 と権

利を くつがえす ことは不可能で ある。 かれ らがそ

れを実現 す るため には,ま ずみずか らの伝統的 な

宗教体 系を,よ り普 遍的な宗教体系,す なわ ちイ

スラムによ って超克 してお くことが必要 だ った の

であ る27。 しか もかれ らの居住 地は,い ずれ もイ

ス ラムと交易 のセ ンターに位 置 してお り,先 住集

団の経済的 および社会 的実力 はかな りの ものが あ

ったはずであ る。 そ うであれば,そ の よ うな集団

を凌駕す るた めには,フ ル ベ人 はよ り純正 のイ ス

ラムによ って理論 武装を し,ま たイ スラムと密接

にむすびつ く交易活 動 に加わ るこ とによ って ,経

済 力の蓄積 と社会 的分化を はた して お くことが必

要 なのであ った。

西 ア フ リカの イス ラム化の第3の 要素 と しての
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大帝 国に とって,イ スラムを必要 と した理 由は他

の2つ と大 き く異 な るもので はない。 む しろそれ

は,他 の2つ の要素 を合わせ た もので あ った と思

わ れる。 元来 これ らの帝国は,そ の支配 の範 囲が

限 られ ていた ときには民族 宗教を基盤 に して お り,

マ リ帝国 の伝 統的英雄 ス ンジャータ王や,ガ オ帝

国の 中興 の祖 ソ ンニ ・ア リ王にみ られ るよ うに,

王 は軍事 をつか さどる と同時に民族宗教の祭司で

もあ った 〔Ly-Tall　 1977:133;Konare Ba1977:

50-58〕 。 ところが これ らの帝 国は,支 配の版図

が拡 大 してい くにつれて,あ る時点 か らイスラム

の熱心な擁護者 にな り,王 はメ ッカへの巡礼をお

こない,そ の対外 戦争 は しば しば ジハ ー ドの名を

冠せ られ るよ うにな って い くのであ る。

こう した経過 は,国 家が最初 の基盤 であ った民

族 の枠 を こえて,他 民 族の支配 とい うあ らたな問

題 に直面 した ときに,支 配を実効 的な ものにす る

ために別 の原理 を必要 と したとい うことを物語 る

ものであ ろう。民族 の枠を限界 とす る民 族宗教 に

よ っては,他 民族 の支 配を合法化 す ることは不可

能で あ り,そ れを可能 にす るた めには,そ のため

のイデオ ロギ ー的根拠 を見 出す ことと,支 配を実

効的 なものにす るための情報 と人間 の移動 を保証

す る制度 が必要 で あ った。そ して それを提供 した

のが,イ ス ラムだ ったのであ る。

b.イ ス ラムは何 を もた らしたか

イス ラムは西 アフ リカの諸 社会 に何を もた らし

たのか。私 たちは第一章 において,イ スラムが西

アフ リカの人 び との生活 の様 式 と生産の形態,そ

して社会の構成 に新た な要素 をつ け くわ えた こと

をみて きた。 ここでは これまでの考察 の延長 と し

て,イ ス ラムが いかな る社会 一経 済的進 化ない し

変質 を もた らしたか,そ して それはなにゆえに可

能 にな ったのか を考 え ることに したい。

イ スラムが西 ア フ リカにもた ら した第1の 功績

は,ま ちがいな く人 と情 報,そ して物 品の移動を

可能 にす る枠 組 をつ くりあげた ことであ る。 イス

ラム以前 の西 ア フ リカの諸社会は,そ れ ぞれが こ

となる言語 と慣習を もち,政 治的 に も宗教的 にも

きわ めて高 い 自律性 を もって存在 して いた。 そこ

では1つ の社会 の価値 は他 の社会のそれ と通分不

可能で あ り,そ の結果 社会 間の関係 はま った く欠

如 しては いなか った として も,き わ めて限定 され

たもので しか なか った。 これにたい して イスラム

は,お な じ論理 と価値 を うけいれ た人 び とを各 地

に展開 させ ることによ って,そ うした社会 を結 び

あわせ る働 きを したの である。

伝 統的な社会の あいだで おこなわれ ていた交 流

と,イ スラムの論理 と価値 を うけいれ た人 び とと

のあいだでお こなわれ た交流の違い につ いて,経

済人類学者 メイヤ スーは示唆 に富む事例 をつ たえ

ている 〔Meillassoux 1962〕 。それに よると,コ

ー トジボ ワール西部の グ ロ社会Guroで は
,他 民族

とのあいだでお こなわれ る物品の交流 につ いて,

2つ の タイプが存在 した。1つ は南部のバ ウ レ社

会Bauleと の あい だでお こなわれた もので,交 易

とい うよ りむ しろ 「交換」 とい う形 態を とってい

た。 とい うの も,そ れは利潤の追求 ではな く,社

会関係の維持 と拡 大を 目的 と していたか らで あ る,

「交換」された ものは火薬や銃,布,家 畜 とい った

威信財で あ り,そ れは しば しば婚姻 の反対給付 と

して与 え られ,そ の結果2つ の社会 のあいだに 親

族 と姻族 の紐帯が強 化 された。 また 「交換 」に よ

ってえ られた財は,当 事者 の経済力 を拡 大す る方

向には用い られず,む しろ社会的地位や威信 を高

め る目的で消費 され ていた 〔ibid.:289-290〕 。

これ と対照 的なの は,イ ス ラム交易者 とのあい

だでおこなわれた交易で ある。北部か らや って き

た ジュラ商人 とグ ロ人 との交流は限 られて お り,

婚姻 は前者 の男 と後者の女の あいだでのみ お こな

われ,そ の逆 はなか った。 その結果婚姻 は,両 者

の絆を強化す る方 向には進 まなか った。 また ジュ

ラ商人は北部か ら布や家畜を運んで きて,グ ロ人

の提供す るコー ラの実 や奴隷を入手 し,そ れ によ

り莫大な富を手 にいれていた。 かれ らの関心は な

によ り多 くの利潤 をあげ ることであ り,そ れを さ

らに交易 網の拡大 に投 資す ることで,い っそ うの

利潤を獲得す ることをめ ざしていたのである〔ibid.:

289)。

イス ラム と長 距離交易の結 びつ きは多 くの研 究

者によ って 自明の こ ととされて いるが,イ ス ラム

がどの よ うに具体 的 に後者の発展 に寄与 したか と
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い う点 になる と,ほ とん ど研究 はない。わずかに

コーエ ンが,長 距離交易のかか える技 術的問題を

整理 した うえで,そ れを超克す るには イスラムの

よ うな普遍主義 的宗教が必要 だ った と述べ るだけ

であ る 〔Cohen　 1971〕 。かれ によれ ば,長 距離交

易 の課す問題 とはつ ぎの5点 で ある。1)交 易者

間 の需要 と供給 にかんす る情 報の定期 的な交換。

2)商 品の迅速 な輸送。3)交 易者 と仲介者 間の

信用 と信 用貸 の制度 の維持 。4)損 失 をお ぎな う

た めの システムの存在 。5)契 約や法 的決定 を尊

重 させ るための権威構造 の成立 〔ibid.:266〕 。長

距離交易 の課す これ らの問題 は,異 なる価値を も

つ人 び とのあ いだでは解 決不可 能で あり,そ こで

と られ た方 法 は,交 易の全過程 を,同 一の民族集

団の人間 が コ ン トロールす る ことで あ った。世界

の他 の地域で,ユ ダヤ人や 中国 人が新天地 に移住

しなが ら交易 網を拡大 して い ったよ うに,こ の西

ア フ リカで は イス ラムマ ンデが,コ ーエ ンの い う

交易 離散trading　 diasporasを お こない なが ら長

距離交易 の発 展 に寄与 した とい うので ある〔ibid.:

266-267,278〕。

こ うした説 明 は,同 じ親族集 団に属す る人 びと

が,西 ア フ リカ各地 の都市 に移住 しなが ら交易に

従事 す る例 をみて きただけに,私 た ちには親 しい

ものであ る。 た だここで注意 してお きたいのは,

移住 をお こな ってい たのは交易者 だけではない と

い うことで あ る。伝統的な価値体系 に したが う人

び とのあい だに移 り住んだ イス ラム者た ちは,土

地 の価値 体系 に吸収 され ることな く,独 自の価値

と論 理を維持 しようとつ とめて いた。 とい うの も,

周囲の ローカルな価値 の体 系の 中に吸収 されたな

ら,も はや長距 離交易をお こな うこ とは不可能 だ

か らであ る29。 そのためにかれ らは 自分 たちの母

集団 との関係 を重視 していた し,真 正 のイス ラム

を身 につけ るべ く最 大限の努 力を払 っていた。

ウィル クスが くわ し く論 じてい るよ うに,西 ア

フ リカの諸 交易都市 におけ るイ ス ラムの理解 とア

ラビア語 の読み書 き能 力は高 い ものが あった。 コ

ンや サ ラガとい った重要 な都市 では,読 み書 きの

で きる人 間は人 口の大多数 を占めていた し〔Wilks

1968:166-167〕,そ のなかで熱心な人 びとは,

真正 のイス ラムとよ り進 んだ法知識を授 けて くれ

る教師 を求 めて,都 市 か ら都市へ と渡 り歩 くのが

常だ った 〔ibid.:176;Goody 1968:224〕 。 また

ひ とたび高 い学 識を えた ウラマ ーulamaた ち は,

しば しば新 しい土 地 に移 り住 んで,コ ー ラン学校

をひ らき,土 地の子弟 の教育 に熱を注いだ〔Wilks

1968:174-193〕 。 そ うした結 果,17-18世 紀 ま

でには,西 ア フ リカの交易都市 では メ ッカ巡礼を

お こな うこ ともご く一般 的にな って いたのであ る

〔ibid.:176〕。

イス ラムの枠組 を とお して このよ うな人 間 と情

報の移動が保証 されて いた ことを考 え る と,全 人

口に占め るイス ラム教徒 の割合 を もって,イ スラ

ムの浸透の 目安 と しよ うとい う議論 が空 しい もの

で しか ない ことは明 らか だろ う。む しろ重要 な こ

とは,イ ス ラム とい う絶対唯一 の価 値 と論理 をい

だ く人 びとが,異 な る価値体系 に したが う人 び と

のあいだ に居住 を許 され,移 動を許 されて いた と

い う事 実であ る。 しか もかれ らは新 しい土地 で孤

立 していたので はな く,た えず母集 団につ なが り

を もち,そ れをつ うじて より広 いイス ラム世界 に

結びついていた。 このよ うな状態を イ スラムネ ッ

トワー クの名で呼ぶ とすれば,そ れ は西ア フ リカ

のイス ラム者 だ けで な く,か れ らを つ う じて それ

ぞれ の社会 を さまざまなかたちで結 びあわせ,刺

戟 しつづ けていた。 その結果 それは,こ れ らの社

会が経済 的,社 会的,そ して宗教 的発展 を実 現す

るための 大きな力 とな っていたので ある。

イス ラムが西 ア フ リカの諸社会 に もた らした も

う1つ の大 きな作用 は,奴 隷制 の発展 と,そ れを

つ うじて おこなわれた大規模 な政 治的統合 の実 現

で あろ う。黒人 ア フ リカの社会 において,奴 隷制

はイス ラムによ って与 え られたわけでは な く,か

な り古 くか ら1つ の制度 として存在 して いた。 し

か しその あ り方 に,イ ス ラムが決定 的な変 化を も

た らしたのは事実 であ る。

ふたた びメイヤ スーによると,西 アフ リカには

タイプの異 なる奴隷制が存在 していた 〔Meilassoux

1971〕 。1つ は もっとも古 い タイプのいわゆ る家

内奴隷の制度 で,森 林地帯 では ご く最近 までみ ら

れた。 これ は,略 奪や殺人 の罪 な どで出身の リネ
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一 ジか ら切 り離 された奴隷 が
,主 人の リネー ジの

中に組 み こまれ た もの で,奴 隷 は リネ ー ジの他 の

成 員 とともに労働 し,リ ネー ジ長 による再分配 に

あずか った。 またその結婚 は主 人の手 でお こなわ

れ,し ば しば宗教 的庇護 も与 え られた。 この タイ

プの奴隷制 の ばあい,奴 隷 は何世代 かの ちには主

人 の リネ ージに完全 に吸収 され るのが常で あ った

(ibid.:20)。

これにたい し,サ バ ンナ地方 の,イ スラムの影

響の強 いマ ンデ社会 や フル ベ社会 でみ られた奴隷

制 は,ま った くタイプを異 に していた。 そ こでは

奴隷 は単 な る労 働力 とみな され,多 くの場合主人

の リネー ジとは異 な る土 地 に作 られた奴隷の村に

住 まわ され て,割 り当て られた土地 を耕 した り,

織物 その他 の手 工業 に従事 させ られ た。 奴隷 は週

に数 日主 人 の 畑 を耕 した ほか,他 の 日は 自分の

ため に働 いて生 活の手段 と し,リ ネー ジ長に よる

再分 配 にはあず か らなか った。 また結婚 は奴隷 ど

う しのあいだで お こな われ,そ の子孫 は奴隷 の村

の成員 とみな され,主 人 の リネー ジに吸収 される

ことはけ っ して なか った 〔ibid.:20-21〕 。

奴隷制 をめ ぐるこう した差異,イ ス ラム社会 と

非 イ スラム社会 のあい だの差異 は何に由来す るの

だろ うか。 この問題 は重大 な問題 であ り,さ らに

追求 され る必 要 があ る。 ただ ここでいえ るこ とは,

非 イス ラム社 会 の基礎 にあるのは リネ ージ原理で

あ り,そ こには奴隷 を制 度 と して位 置づけ る論理

が欠 けていた とい うことで ある。奴隷 とい うこと

を西 アフ リカの伝統 的な コ ンテキス トで考 え るな

ら,一 般人 に与 え られ る出 自や宗教 的保 護を否定

された人間 とい う ことにな るが,そ う し允 人間を

社会 の 内部 に位 置づ け る論理を,リ ネー ジ原理は

もって いなか った。 とい うの も,リ ネー ジ原理 は

祖先 か らの系譜 によ って各個人 を規定 してい るの

にたい して,奴 隷 とは先祖 を剥 奪 され た人間 であ

り,社 会が リネー ジ原理 を根幹 とす るか ぎ り,奴

隷は社会のなか に占め る位置をもちえない。奴隷 は,

最初 は主 人の リネ ージのなかで従属 要素 と してマ

ー ジナルな位 置 を与 え られ たが
,時 間の経過 とと

もに,主 人 の リネー ジに吸収 され る しかなか った

ので ある。

これ に対 し,イ ス ラム世界 においては,社 会 の

もっとも基礎 にあ るのは私た ちム ス リムとかれ ら

非 ムス リムとい う対 立であ り,後 者 にたいす る武

力 による改宗が推奨 されていた ことに示 され るよ

うに,後 者の人格(法 的,宗 教的規定)は 否 定 さ

れる傾向 にあ った。 そ う した意味で,イ スラムは

他者を否定す る原理 を内包 していたのであ る。 イ

ス ラム法 には奴隷 を解放 す るための手続 きがい く

つもあ るが,そ の ことは逆 に,イ ス ラム世界 で は

奴隷制 が社会制度 と して位 置づけ られ ていた こ と

を物語 ってい る。か くしてイ スラムは,西 アフ リ

カの諸 社会に奴隷制 の新 たな展開を もた らした の

であ り,そ れを根本原理 とす る新 しい タイプの社

会の成立 を可能に したのであ った30。

マ リ帝 国や ガオ帝国,さ らには18-19世 紀 の ジ

ハー ド国家 な ど,西 ア フ リカの歴史上 最 大の版 図

をほ こった国 々が イス ラムを国教 と し,奴 隷制 に

基礎 をおいていた ことは,そ れ ゆえ偶然で はな い。

イス ラムは平等主 義的な リネージ原理 にかえ て,

他者を支配 す る手 段 と しての奴隷制 の枠を与 えた

のであ り,そ の ことにより社会の階級分 化を うなが

し,よ り大 きな政 治的統合の実現への道を開 いた

のであ った。

むすび

私たちは これ まで,西 ア フ リカにおけ るイ ス ラ

ム化について,い くつかの角度か らみ て きた。最

初の2つ の章 では,マ ンデのイス ラム交易者 と フ

ルベ人 の ジハ ー ドが,西 ア フ リカの イス ラム化 と

それをつ う じた社会 の変 化にいか なる貢献 をは た

したかを,歴 史的事実 を追 いなが ら考 察 した。つ

づ く第3章 では,民 族宗教 とイスラム との質的 差

異 とい う観点 か ら,西 アフ リカの諸社会 がなぜ イ

スラムを必要 と したのか,ま た イスラムは何を も

た らした のか を,論 理的 に考えた。その意味で こ

の部分は,民 族宗教 の 内的構造の解 明につ とめ た

筆者の これ までの研 究の,延 長線上 に位 置づけ ら

れるもので ある。

西 アフ リカの イス ラム化の問題 は,ト リミンガ

ムをは じめ多 くの研究者 に とりあげ られ て きたが,
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私 たちの この研究 によ って,こ れ まで 「通説」 と

され てきた もの のい くつかが根拠 を欠い た議論で

しか なか った こ とが明 らか にされた と思 う。 とは

い っても,私 た ちが こ こで手が けた ことは,西 ア

フ リカの イ スラム化 とい う大 きな問題 枠の一部 に

す ぎない。 イ ス ラムが民族宗教 に与 えた影響,イ

スラムと植民地 化 との関係 など,こ こで手 つかず

に残 された 問題 は多 くある。今 後 の課題 とす るこ

とに したい。

注

1)そ の な か でClarkeは,Triminghamの 見 解 にた

い して む しろ批 判 的 で あ る 〔Clarke　 1982:77,147-

149)。

2)Willisに よ れ ば,こ れ らの ジハ ー ドの 立 役 者 と

な っ たの は,民 族 集 団 と して の フル ベ 人 で は な く,

イ ス ラ ムを1つ の職 業metierと す る 社 会 集 団 トロ

ッベTorodbeで あ っ た 。 この 人 び とは,文 化 や 言

語 的 に は フ ルベ 化 され て い た が,そ の 社会 内 部 で マ
ー ジナ ル な 地 位 しか 与 え られ ず

,そ れ ゆ え イ ス ラム

い が い に 自 己実 現 の 方 法 を もた な か った た め に,ジ

ハ ー ドとい う激 しい 手 段 に よ る社 会 全 体 の 変 革 を欲

した と い うの で あ る 〔Willis1978:195-196;1979:

21-27〕 。 しか し,た とえ ジハ ー ドを 導 い た の が こ

のTrodbeで あ っ た と して も,そ れ に 多 くの フルベ

人 が 参 加 し,軍 事 的 覆 権 を確 立 す る の に大 き く貢献

した の は事 実 で あ り,「 フ ル ベ 人 の ジハ ー ド」 と よ

ぷ こ とは 誤 りで は な い だ ろ う。

3)北 ア フ リカ と西 ア フ リカ との 交 流 は,ガ ー ナ帝 国

の 成立 以 前 に,サ ハ ラ砂 漠 の 各地 の岩 壁 画 が 同 じタ

イ プ の戦 車 の 絵 を 残 して い る と ころ か ら推 測 され る

よ うに,紀 元 前1000年 代 か らか な りの瀕 度 を もって

お こな われ て い た と考 え られて い る 〔Mauny 1961:

193,398;Camps 1982:618-619)0

4)こ の ガ ー ナ 帝 国 の イ ス ラム は,「 王 は ア ッバ ー ス

朝Abbasの カ リ フ に 従 属 して い た」 と書 か れ て い

る よ う に 〔Levtzion and Hopkins 1981:98〕,ス

ンナ派 の イ ス ラム を信 奉 した ム ラー ビ ト派 の そ れ を

受 け入 れ た もの と思 わ れ る 。

5)ア スキ ア ・モハ メ ッ ドは,ガ オ帝 国 の 支 配民 族 で

あ る ソ ンガ イ人Songhaiで はな く,ソ ニ ンケSoninke

出 身で あ っ た と され る 〔cissoko 1975:99〕 。 そ の

た めか れ の 権 威 の基 盤 は脆 弱 で あ り,ジ ハ ー ドを 繰

り返 す こ とで 自 己の 権 力 の 維 持 を 図 らな くて は な ら

な か った の で あ ろ う。

6)占 くか ら北 ア フ リカに 居 住 して い た ベ ルベ ル 人 は,

7世 紀末 の ア ラ ブの 侵 攻 に 抵 抗 す るた め に,8世 紀

の 中 頃 に 「民 主 的 な 」 イ バ ー ド派 の イ ス ラ ムを 受 け

入 れ た 〔Lewicki 1964:295-296〕 。 かれ らは8世

紀 の 中 頃 に,Tahertを 首 都 と して,マ グ レブ ー帯

を支 配下 に お さめ た ル ス タム 朝Rustamを 打 ち立 て

た が,10世 紀 初 め に シー ア派 の フ ァー テ ィマ 朝Fa-

tima,つ い で11世 紀 に ス ンナ 派 の 一 派マ ー リク派

Malikを 信奉 す る ム ラー ビ ト朝 に 滅 ぼ され た 。

な お この ム ラー ビ ト朝 は,サ ハ ラ交 易 の 両 端 で あ

る ガ ー ナ とモ ロ ッ コを お さえ る こ とで その 繁 栄 の 基

礎 と した が,こ れ に よ って そ れ ま で 「経 済 的,政 治

的,宗 教 的 に 遅 れ て い た」 西 マ グ レブが,金 を 中 心

とす る世 界 的 な 経 済 的 枠 組 み の 中 に と り こ まれ,著

しい 発 展 を み る こ と に な っ た 〔Devisse 1972:55-

57〕 。Tahert,Fas,Marrakush,Sidjilmasaな

どの 西 マ グ レブの 諸 都 市 が 繁 栄 をみ た の は,こ れ 以

降 の こ とで あ る 〔ibid.:pp.62-66〕 。

7)こ の サ ガ ヌ グー とい うの は,マ リ帝 国の 支 配 者 ケ

イ タKeitaの ク ラ ンの 伝 承 に よれ ば,も っ と も古 い

マ ンデ の5つ の イ ス ラム 集 団 の う ち の1つ で あ る

〔Dieterlen 1955:40〕 。の ちに か れ らは,西 ア フ リ

カ全 土 で イ ス ラム 化 を進 め る大 きな 力 とな り,18世

紀 に は セ ネ ガ ルか らブ ル キ ナ フ ァ ソ,北 部 コ ー トジ

ボ ワ ー ル にい た る多 くの都 市 で,イ ス ラム 導 師 や イ

マ ー ムimam(指 導 者)を 輩 出 した ほ か,各 地 に イ

ス ラム学 校 を 設 立 した 〔Wilks 1968:173-188〕 。

8)マ ンデ の イ ス ラムの 「平 和 主 義 的 」 な 伝 統 は,坂

井 1985の 中で くわ し く論 じ られ て い る。 な おWilks

やHiskettら に よれ ば,西 ア フ リカ に お け る支 配 的

な イ ス ラム は マ ー リク派 の それ で あ り,イ バ ー ド派

の影 響 は 過 去 に も少 な か った と され る 〔Wilks 1968:

177-181;Hiskett1982:45-46〕 。この点 は,さ ら

に 追求 され るべ きで あ ろ う。

9)ハ ウサ ラ ン ドに お け る ワ ンガ ラの 影 響 は,今 日 ま

で つ づ い て い る。19世 紀 に ハ ウサ ラ ン ドを訪 ず れ た

バ ル トに よれ ば ,カ チ ナ の 町 の主 要 な 商 人 の ほ とん

どが ワ ンガ ラを 自称 してい た し 〔Barth 1965,1:

479〕,か れ らは今 日に い た るま で,ワ ンガ ラ起 源 の

伝 承 を伝 えて い る の で あ る 〔Hiskett 1984:46〕 。

10)西 ア フ リカ独 得 の水 平 織 機 に よ る織 物 が さか ん に

お こな わ れ て い る地 域 と,マ ンデ の影 響 が 色 濃 く与

え られ た 地 域 とが ほぼL致 す ることは 〔Lamb 1975:

38-39〕,注 意 され て よい 。

11)マ リ帝 国 の 成 立 と拡 張 に た い して ジ ャの町 出 身 の

イ ス ラム 者 が は た した 役 割 に つ い て,筆 者 は別 の 箇

所 で1つ の 試 論 を お こな って い る 〔竹 沢1984:101-10

2〕。

12)ハ ウサ 語 の な か に は ア ラ ブ語 か らの 借 用語 が 多 く,

と くに宗 教 用 語,騎 兵,数,時 間,計 量 の単 位 な ど

に それ が著 しい とい わ れ る 〔Hiskett　 1965:21-23〕 。

そ う した事 実 も,1つ の文 化 単 位 と して のハ ウサ の

形 成 に,イ ス ラム が 大 き くあ ず か って い た こ とを 示

す もの で あ ろ う。

13)マ ンデの 影 響 が お よ ん だ 西 の 端 の セ ネ ガ ン ビ ア で

も,イ ス ラム教 徒 は非 イ ス ラム 国 家 で あ る ウ ォ ロ フ

Wolof王 国 や,バ デ ィ ブ王 国Baddibu,ニ ア ニ 王

国Nianiな どで,王 の 秘 書 や相 談 役 な ど と して 重 用

され て い た 〔Quinn　 1972:53-55;Levtzion　 1975:

202)。

14)ト リ ミン ガ ム に よれ ば,1591年 の モ ロ ッコ軍 に よ

るガ オ 帝 国 の 解 体 後,19世 紀 に あ い つ い だ ジハ ー ド

ま で の 時期 は,「 イ ス ラム の 停 滞 と異 教 の 反 動 」 の
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時代 で あ った と され る 〔Trimingham1962:141〕 。

しか し この時 代 こ そ,私 た ちが これ ま で み て きた よ

うに,イ ス ラム は 平 和 的 な 手 段 で 西 ア フ リカ の 広 い

範 囲 に 浸 透 して い っ た の だ った 。

15)19世 紀 の 後 半 に お こな わ れ たSamori　 Tourる や

A1-Hajj'Umarら の ジハ ー ドは,こ こで は問 題

に しな い 。 とい うの も,そ れ らは フ ラ ンス や イ ギ リ

ス等 の植 民 地 支 配 と の 関係 で理 解 すべ き もの と思 わ

れ るた め で あ る 。植 民 地 化 とイ ス ラム の 関係 と い う

テ ーマ は 重要 な もの で あ る が,こ こで の私 の関 心 か

らは は ず れ る こ と に な る 。 あ らた めて 問題 にす る こ

と に した い 。

16)そ の 結果Vai,Koya,Kwiaな どの社会 で は 国家

が 発生 し,そ の 支 配 層 は マ ンデ を 自称 す る に い た っ

た 。 ま た他 の 社 会 で も(Loma,Kpele,Golaな ど),

マ ンデ の イニ シ エ ー シ ョン結 社 の影 響 が 浸 透 し,こ

れ が社会 の成 層化 を もた ら した 〔Rodney1975:278-

280〕 。マ ンデ の 影 響 は 言 語 に もお よ び,北 部 シ エ ラ

レオ ー ネのTemneな ど の社 会 で は,政 治 職,儀 礼,

占い,手 工 業,計 量 の単 位,数 な ど の語 彙 には,マ

ンデ の借 用語 が 多 くみ られ る と い う 〔Skinner　 1978:

60-61)。

17)今 世 紀 の 初 め に こ の地 方 の総 合 的 調 査 を お こな っ

たMachatは,マ ンデ の影 響 を う けて 定 着 生 活 を お

くるよ うに な っ た フ ル ベ をFoulah,遊 牧 フル ベ を

Fulbeと して 異 な っ た名 称 で よぶ こ とを 提 唱 して い

るほ ど,両 者 の 差 は い ち じ る しか った 〔Machat

1905:269‐270)。

18)の ちに ジハ ー ドの 主 舞 台 とな った,セ ネ ガル 川 と

ニ ジ ェー ル川 に は さ まれ た土 地 は,と くに マ ンデ の

イ ス ラム交 易 者 の 影 響 を強 くう けて い た 〔Tauxier

1937:276-277;Balde1975:187〕 。一 方高 フー タ

地方 で は,イ ス ラ ム化 は マ ッシ ナか ら きた フル ベ人

のSaliou　 Baの 手 で 進 め られ た 〔Saint‐Pere

1929:485‐498)。

19)あ る伝 承 に よ れ ば,ジ ハ ー ドの 出発 点 とな った9

人 の地 方 指 導 者 の 集 会 は,12人 の フル ベ 人 と10人 の

マ リンケ人 か ら構 成 され て い た 〔Vieillard　 1940:

102〕 。また,初 代 の アル マ ミで あ る カ ラモ コ ・ア ル

フ ァのKaramokoと は,ア ラ ビア語 のqara'a(読

む)に マ ンデ 語 のmogo(人 間)を あ わ せ た マ ンデ

語 で あ る 〔Wilks　 1968:167〕 。

20)こ れ に加 え,16世 紀 ご ろ か らサ ハ ラ の モ ー ル 人

Maureの あ い だ で高 ま って い た ジハ ー ドの 気 運 の

影 響 を強 調 す る研 究 者 もあ る 〔Curtin　 1971b:11-

20;Levtzion　 1975:199‐205)0

21)20世 紀 の 初 頭 の 調 査 に よ る と,人 口 に 占 め る奴 隷

の割 合 は,西 部 ・中央 フ ー タで2分 の1,下 フ ー タ

で3分 の1に お よ ん だ と い う。 しか も そ の 大 多 数

(9割 以 上)は,ル ン ダ に住 ま わ され た農 業 奴 隷 で

あ った 〔Riviere　 1974:372〕 。

22)フ ー タ ・ジ ャ ロ ンに お け る ジハ ー ドの 成 功 は,他

にそれ を広 め る役 割 もは た した。セ ネ ガル の フ ー タ ・

トロFuta　 Toroか らイ ス ラ ム を 学 び に き て い た

Sulayman　 Balは,Futa　 Djalonで の成 功 を 眼 に

してFuta　 Toroに 戻 って ジハ ー ドを 開 始 し,18世

紀 末 に は ジハ ー ド国 家 を成 立 させ た 〔Levtzion　 1975:

211‐212)0

23)ジ ハ ー ドに よ って 成 立 した ソ コ ト国 家 は 現 在 の 北

カ メル ー ンまで を 勢 力 範 囲 に お さめ た がDそ こで の

形 態 はハ ウサ ラ ン ドの それ とは異 な って い た 。 こ の

地 域 は 経 済 的 に は い ち じる し く遅 れ て お り,そ こ で

の フル ベ 人 の展 開 と ジハ ー ドは,イ ス ラ ム宣 教 運 動

お よ び社 会=経 済 的 改 革 運動 と して 現 わ れ た 〔嶋 田

1985:276‐279)a

24)一 説 に よれ ば,ジ ハ ー ドの開 始 を 告 げ た 戦 い は,

1818年 では な く1817年 にお こなわれた 〔Brown1971:

432〕 。また シ ェイ ク ・アマ ドゥは,ハ ウサ ラ ン ドの

ジハ ー ドを 導 い た ウ スマ ン ・ダ ン ・フ ォデ ィオ の 弟

子 であ り,か れ と と もにハ ウ サ ラ ン ドの ジハ ー ドに

参 加 した と もい わ れ て い る 〔Hiskett1984:167〕 。

25)Monteil1924:321,344;Rougier1930:218,

261も ジハ ー ドの影 響 につ い て は 否 定 的 で あ る。
　 　

26).L.・い か え るな ら,民 族宗 教 で は移住 はで きて も,

移 動 は で きな い とい う こ とで あ る。 交 易 が 人 と情 報,

そ して 物 の 移動 を 旨 とす る か ぎ り,交 易 者 は 移 動 を

可 能 に す るイ ス ラム の よ うな宗 教 体 系 を必 要 と した

は ず で あ る。

27)私 た ちの解 釈 が正 しい とす れ ば,ジ ハ ー ドの 原 動

力 とな った トロ ッベ 集団 につ い て も,新 しい理 解 が

え られ る よ うに思 われ る。 か れ らはWillisの い うよ

うに フ ル ベ人 と は 出 自を異 に す る人 び とな の で は な

く(注2参 照),む し ろ フル ベ 人 の う ちに あ って,

も っと も早 く民 族 宗 教 と イ ス ラム と の相 克 に 目覚 め

た人 び とで あ り,そ して そ れ ゆ え に,フ ル ベ 人 の 伝

統 的 な社 会 的 権 威 か らは 排 除 されて い たの で あ ろ う。

そ して そ の こ とが,逆 に新 しい社 会 運 動 の 主 役 とな

る生 き方 を か れ らに 選 ば せ た の で あ ろ う。

28)そ う した解 釈 は,の ちに版 図 を 失 な い,他 民 族 を

支 配 す る必 要 の な くな った これ らの 国 家 が,先 祖 伝

来 の民 族 宗教 に も ど って い った とい う事 実 に よ って

正 当 化 され るよ うに思 われ る。 た とえ ば モ ロ ッ コ軍

に 敗 れ て 地 方 の 小 国 家 とな っ た ガ オ 帝 国 は,や が

て非 イ ス ラム化 して い った し 〔Rouch1953:217〕,

17世 紀 以 降 ニ ジ ェー ル 川上 流 の 小 国 家 とな った マ リ

帝 国 も,同 じ道 を た ど ったの で あ る 〔Wilks1968:

173‐174)0

29)じ っさい 西 ア フ リカの 多 くの 地域 で,な ん らか の

条 件 に よ って 外 部 社 会 との つ な が りを断 たれ た イ ス

ラム交 易 者 た ちは,ロ ー カル な価 値 体 系 に 吸収 され

て い っ た 〔Levtzion1979:209〕 。

30)こ の 際,奴 隷 が 良 い 扱 い を うけ たか ど うか,あ る

い は 奴隷 制 が倫 理 的 に 許 され るか 否 か とい う議 論 は,

意 味 を もた な い 。私 た ちが問 題 に して い るの は 社 会

制 度 と して の 奴隷 制 で あ って,そ こに倫 理 を も ち こ

む こと は議 論 を混 乱 させ る だ けで あ る。
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